
は
じ
め
に

違
勅
罪
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
三
月
壬
午
条
の
詔
に

売
二
買
田
一
。
以
レ
銭
爲
レ
価
。
若
以
二
他
物
一
爲
レ
価
。
田
并
其
物
共
爲
二
沒
官
一
。

或
有
二
糺
告
者
一
。
則
給
二
告
人
一
。
売
及
買
人
並
科
二
違
勅
罪
一
。

と
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
の
詔
勅
に
違
反
す
る
者
を
処
罰
す
る
刑
罰
で
あ
る
点

は
明
ら
か
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
問
題
は
そ
の
法
源
、
す
な
わ
ち
違
勅
罪
が

ど
の
律
令
条
文
に
法
的
な
根
拠
を
も
っ
て
い
る
か
で
あ
る
。
従
来
違
勅
罪
の

法
源
は
、
職
制
律
22
詔
書
施
行
違
条
「
凡
被
二
詔
書
一
。
有
レ
所
二
施
行
一
而
違

者
。
徒
二
年
。
失
錯
者
。
杖
八
十
」
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
根
拠
は
、

『
政
事
要
略
』
巻
八
十
一
に
「
違
勅
之
科
、
是
徒
二
年
也
。
職
制
律
、
所
レ
謂

被
二
詔
書
一
有
レ
所
二
施
行
一
而
違
者
条
是
也
」
と
あ
り
、『
法
曹
至
要
抄
』
上
罪

科
に
「
違
勅
事
、
職
制
律
云
、
被
二
詔
書
一
有
レ
所
二
施
行
一
而
違
者
徒
二
年
也
。

失
錯
杖
八
十
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

近
年
、
詔
書
施
行
違
条
は
違
勅
罪
の
法
源
で
は
な
い
と
す
る
議
論
が
、
利

光
三
津
夫
氏
（
1
）

、
長
谷
山
彰
氏
（
2
）

に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
点
は
、

『
職
制
律
』
は
律
法
典
の
中
で
官
人
の
服
務
規
定
違
反
の
処
罰
を
目
的
と
し
た

篇
目
で
、
詔
書
施
行
違
条
の
法
意
も
、
詔
書
施
行
に
際
し
て
そ
の
趣
旨
を
と

り
違
え
た
官
人
を
処
罰
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
違
勅
罪
の
実
例

は
、
既
に
有
効
に
施
行
さ
れ
た
詔
・
勅
・
官
符
の
規
定
内
容
に
違
反
し
た
者

を
処
罰
す
る
こ
と
に
狙
い
が
お
か
れ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
前
者
が
法

の
定
立
過
程
に
お
け
る
違
失
を
処
罰
の
対
象
と
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は

定
立
さ
れ
た
法
に
抵
触
し
た
者
を
処
罰
の
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

両
者
の
予
想
す
る
違
反
行
為
の
態
様
に
は
基
本
的
な
相
違
が
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
利
光
、
長
谷
山
説
を
批
判
し
、
再
度
違
勅
罪
の
法
源
は

詔
書
施
行
違
条
と
す
る
議
論
が
、
瀬
賀
正
博
氏
（
3
）

、
加
藤
麻
子
氏
（
4
）

に
よ
っ
て
提

出
さ
れ
て
い
る
。
瀬
賀
氏
の
議
論
は
、
詔
書
施
行
違
条
の
解
釈
は
、
詔
勅
に

違
反
す
る
者
に
つ
い
て
の
刑
罰
を
規
定
し
た
も
の
と
し
て
解
釈
し
得
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
た
の
が
加
藤
氏
で
あ

っ
た
。
氏
は
、
①
職
制
律
に
は
、
官
人
の
み
な
ら
ず
一
般
庶
民
に
ま
で
適
用

し
得
る
条
文
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
詔
書
施
行
違
条
の
適
用
を
官
人
に
限

定
す
る
必
要
は
な
い
。
②
公
式
令
や
職
制
律
等
に
詔
勅
の
作
成
施
行
に
関
す

る
違
反
規
定
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
鑑
み
る
に
、
詔
書
施

行
違
条
の
対
象
は
詔
勅
に
違
反
す
る
こ
と
以
外
に
は
想
定
し
難
い
。
③
詔
書
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施
行
違
条
の
量
刑
の
「
違
者
徒
二
年
」
が
唐
律
と
同
じ
量
刑
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
日
本
律
編
者
が
勅
命
の
内
容
に
違
反
す
る
重
大
な
犯
罪
を
規
定
し
て

い
た
こ
と
の
法
意
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
④
違
勅
罪
の
実
際
の
量

刑
も
徒
二
年
で
あ
り
、
詔
書
施
行
違
条
に
合
致
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

違
勅
罪
と
詔
書
施
行
違
条
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
稿
（
5
）

に
お
い
て
、
職
制

律
全
体
の
条
文
構
成
を
検
討
し
、
①
職
制
律
に
含
ま
れ
る
官
人
以
外
を
対
象

と
す
る
条
文
は
、
官
人
を
対
象
と
す
る
条
項
の
付
加
規
定
で
あ
り
、
関
連
条

文
群
の
後
に
ま
と
ま
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
②
詔
書
施
行
違
条
は
、
関
連

条
文
群
の
中
に
あ
り
、
詔
書
施
行
違
条
は
、
前
後
の
条
文
か
ら
し
て
官
人
を

対
象
と
し
て
い
た
。
③
詔
書
施
行
違
条
は
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
詔
勅
の

作
成
過
程
で
は
な
く
、
詔
書
を
施
行
す
る
に
あ
た
っ
て
誤
り
を
犯
し
た
、
あ

る
い
は
正
し
く
施
行
で
き
な
か
っ
た
官
人
を
処
罰
す
る
規
定
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
④
詔
書
施
行
違
条
は
詔
勅
に
違
反
す
る
と
い
う
意
味
で
の
違
勅
罪

の
法
源
で
は
な
い
と
い
う
点
で
、
利
光
、
長
谷
山
説
が
支
持
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

と
す
る
な
ら
ば
、
改
め
て
平
安
時
代
の
明
法
家
が
な
ぜ
職
制
律
詔
書
施
行

違
条
を
違
勅
罪
の
法
源
と
し
た
の
か
が
問
題
に
な
る
。
加
藤
氏
が
指
摘
し
た

よ
う
に
実
際
の
違
勅
罪
の
量
刑
が
詔
書
施
行
違
条
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
な

ら
ば
、
少
な
く
と
も
あ
る
時
点
で
は
、
違
勅
罪
が
詔
書
施
行
違
条
を
法
源
と

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
長
谷
山
氏
は
、
あ
る
時
期
に
違
勅

罪
の
実
効
性
が
問
題
と
な
り
、
律
令
の
明
文
規
定
に
よ
る
根
拠
を
与
え
よ
う

と
し
た
努
力
の
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
時
期

に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
憶
測
を
巡
ら
す
な
ら
ば
と
言
う
限
定
の
上
で
あ
る
が
、

『
令
義
解
』『
令
集
解
』『
律
集
解
』
等
の
律
令
注
釈
書
が
集
成
さ
れ
て
法
解
釈

学
が
盛
行
を
み
る
平
安
初
期
末
か
ら
中
期
に
か
け
て
と
し
た
。
し
か
し
、
官

人
の
詔
勅
施
行
に
関
す
る
処
罰
規
定
で
あ
る
詔
書
施
行
違
条
が
、
詔
勅
に
違

反
す
る
行
為
へ
の
処
罰
規
定
で
あ
る
違
勅
罪
の
法
的
根
拠
と
な
る
歴
史
過
程

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
解
明
の
た
め
に
は
、
天
皇

の
詔
勅
と
そ
れ
を
施
行
す
る
官
人
と
の
関
係
が
改
め
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
下
本
稿
に
お
い
て
は
、
違
勅
罪
が
詔
書
施
行
違
条
と
結
び
つ
く
歴
史
過

程
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
変
化
と
官
人
と
の
関
係
を
論
じ
る
こ
と
を
課
題
と

す
る
。

（
1
）「
違
勅
罪
」『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
。

（
2
）「
違
勅
罪
の
準
拠
法
と
王
命
違
反
に
対
す
る
処
罰
の
慣
例
」『
律
令
外
古
代
法
の

研
究
』
慶
応
通
信
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
一
八
八
一
年
。「
日
唐
に
お
け
る
違
勅
罪

の
概
念
」『
日
本
古
代
の
法
と
裁
判
』
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
九
二
年
。

（
3
）「
違
勅
罪
の
再
検
討
」『
栃
木
史
学
』
十
一
、
一
九
九
七
年
。

（
4
）「
違
勅
罪
と
そ
の
意
義
」
日
本
史
研
究
５
３
１
、
二
〇
〇
六
年
。

（
5
）
拙
稿
「
違
勅
罪
と
職
制
律
の
構
成
」『
成
蹊
大
学
経
済
学
部
論
集
』
第
３
９
集
第

２
号
、
二
〇
〇
九
年
。

一
　
違
勅
罪
の
実
例
と
詔
勅
施
行
違
条

加
藤
氏
（
1
）

が
違
勅
罪
の
実
際
の
量
刑
が
詔
書
施
行
違
条
に
基
づ
く
と
す
る
根
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拠
は
、『
類
聚
三
代
格
』
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
）
十
二
月
十
九
日
太
政
官
符

で
あ
る
。
同
官
符
は
、

一
弾
正
台
所
レ
弾
諸
司
官
人
事

右
得
二
式
部
省
解
一

。
台
移

。
給
二
春
秋
禄
一
日
不
レ
参
五
位
及
雑
任
六
位

已
下
既
違
二
勅
例
一
。
事
須
二
断
レ
罪
附
レ
考
勘
科
一
者
。
今
依
二
移
状
一
将
レ
科
二

違
勅
一
。
所
レ
犯
事
軽
。
贖
銅
還
重
。
加
以
六
位
已
下
応
レ
至
二
解
官
一
者
。
宜

レ
待
二
後
処
分
一
者
。

以
前
被
二
右
大
臣
宣
一

。
奉
レ
勅
。
如
レ
右
者
。
省
宜
三
承
知
立
為
二
恒
例
一
。

で
あ
る
。
加
藤
氏
の
見
解
は
、
こ
の
官
符
に
つ
い
て
の
長
谷
山
氏
（
2
）

の
解
釈
を

前
提
に
し
て
い
る
。
長
谷
山
氏
の
解
釈
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
弾
正
台

か
ら
式
部
省
に
対
し
て
、
春
秋
の
賜
録
の
日
に
不
参
し
た
五
位
及
雑
任
六
位

以
下
の
官
人
は
、
既
に
出
さ
れ
て
い
る
勅
例
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
違
勅

を
科
し
、
所
管
の
式
部
省
に
お
い
て
考
に
附
記
す
べ
き
旨
が
通
知
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
式
部
省
は
、
違
勅
罪
で
は
軽
度
の
違
反
行
為
に
も
か
か
わ

ら
ず
科
罪
が
過
重
で
、
官
人
の
恩
典
と
し
て
実
刑
の
代
わ
り
に
贖
銅
徴
収
が

認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
そ
の
額
は
高
額
と
な
り
、
特
に
、
六
位
以
下
は
解
官

の
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
一
考
を
要
す
る
と
し
て
太
政
官
に
上
申

し
た
。
そ
こ
で
、
太
政
官
が
勅
裁
を
仰
い
だ
結
果
（
奉
勅
）、
弾
正
台
の
主
張

通
り
違
勅
に
科
す
べ
き
こ
と
が
確
定
し
、
式
部
省
に
対
し
て
、
以
後
、
恒
例

と
す
る
よ
う
命
令
（
太
政
官
符
）
が
出
さ
れ
た
。
長
谷
山
氏
は
そ
の
上
で
、

官
人
が
罪
を
犯
し
た
場
合
の
減
刑
、
官
当
な
ど
を
考
え
る
と
、
六
位
以
下
が

解
官
と
な
る
の
は
私
罪
徒
二
年
か
ら
一
年
半
の
時
で
あ
り
、
五
位
以
上
の
者

が
私
罪
徒
二
年
の
場
合
は
官
当
条
に
よ
る
解
官
は
行
わ
れ
ず
贖
銅
三
十
斤
を

徴
収
す
る
が
、
こ
の
徒
二
年
は
、
詔
書
施
行
違
条
の
量
刑
に
相
当
し
、
延
暦

十
九
年
太
政
官
符
の
違
勅
罪
は
詔
書
施
行
違
条
を
あ
て
は
め
た
可
能
性
が
あ

る
と
し
た
。
た
だ
し
、
違
勅
罪
を
科
す
か
ど
う
か
で
弾
正
台
と
式
部
省
の
意

見
が
わ
か
れ
、
式
部
省
が
違
勅
罪
で
は
過
重
と
し
た
の
に
対
し
て
、
勅
裁
に

よ
っ
て
違
勅
罪
を
科
す
と
し
て
い
る
。
延
暦
十
九
年
格
の
徒
二
年
は
恒
常
的

な
規
定
で
は
な
く
、
勅
断
に
よ
る
一
回
的
な
措
置
か
、
あ
る
い
は
最
大
限
拡

大
し
て
も
桓
武
朝
に
お
け
る
特
殊
的
な
処
断
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
加
藤
氏
は
、『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁
二
（
八
一
一
）
年
五
月

十
三
日
太
政
官
符
所
引
の
弾
正
台
解
に
「
延
暦
十
一
年
十
一
月
十
九
日
勅

例

。
賜
二
位
禄
季
禄
一
時
者
、
諸
五
位
已
上
自
参
二
大
蔵
省
一
受
。
若
不
レ
参

者
弾
正
糺
レ
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
弾
正
台
の
移
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

延
暦
十
一
年
の
勅
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
違
勅
罪
の
規
定
が
な
く
、
ま
た
、

延
暦
十
九
年
太
政
官
符
中
で
も
違
勅
罪
の
根
拠
と
な
る
法
令
を
明
示
し
て
い

な
い
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
勅
例
自
体
に
違
勅
罪
を
科
す
規
定
が
あ
っ
た

と
は
考
え
難
く
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
式
部
省
は
「
勅
例
に
違
う
」
行

為
に
は
違
勅
罪
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
詔
勅
に
違
反
す

る
行
為
は
、
詔
書
施
行
違
条
に
よ
っ
て
、
一
般
的
に
違
勅
罪
が
科
さ
れ
る
こ

と
を
示
す
と
し
た
の
で
あ
る
。

長
谷
山
氏
も
加
藤
氏
も
延
暦
十
九
年
太
政
官
符
の
違
勅
罪
の
量
刑
が
詔
書

施
行
違
条
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
長
谷
山
氏
は

3 成蹊大学経済学部論集　第42巻第1号（2011年7月）



勅
断
に
よ
る
一
回
的
な
措
置
で
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
て
、
加
藤
氏
は
、
通

例
と
し
て
違
勅
罪
が
詔
書
施
行
違
条
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
延
暦
十
九
年
太
政
官
符
の
違
勅
罪
の
量
刑
の
議
論
が
式
部
省
解
の

中
に
登
場
す
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
違
勅
罪
の
量
刑
は
議
論
の

前
提
で
あ
っ
て
、
延
暦
十
九
年
太
政
官
符
の
中
で
も
争
点
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
こ
こ
で
勅
断
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
春
秋
の
賜
録
の
日
に
不
参
の
五

位
及
雑
任
六
位
以
下
の
官
人
を
違
勅
罪
に
問
う
か
否
か
に
つ
い
て
で
あ
っ
た

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
違
勅
罪
の
量
刑
が
一
回
の
勅
断
と
す
る
に
よ
る
も
の

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
は
加
藤
氏
の
解
釈
が
支

持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
例
え
ば
『
類
聚
三
代
格
』
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
三
月
二
十
八

日
勅
に
は
、「
勅
。
諸
国
郡
司
五
位
以
上
相
二
逢
当
国
主
典
以
上
一
者
。
不
レ
問
二

貴
賎
一
皆
悉
下
馬
。
如
有
下
官
人
於
二
本
部
一
逢
中
国
司
上
者
。
同
位
以
下
必
須

レ
下
レ
馬
。
不
レ
然
者
揖
而
為
レ
過
。
其
有
二
故
犯
一
者
内
外
五
位
以
上
録
レ
名
奏

聞
。
六
位
以
下
決
二
杖
六
十
一
。
不
レ
得
二
蔭
贖
一
」
と
あ
る
。
国
司
に
対
し
て

下
馬
せ
よ
と
の
勅
に
違
反
し
た
六
位
以
下
の
官
人
を
杖
六
十
と
し
て
お
り
、

詔
勅
に
違
反
す
る
行
為
に
は
、
常
に
詔
書
施
行
違
条
に
よ
る
違
勅
罪
の
量
刑

の
徒
二
年
が
科
さ
れ
た
と
い
う
加
藤
氏
の
解
釈
は
成
立
し
難
い
と
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
加
藤
氏
の
主
張
す
る
よ
う
に
詔
勅
に
違
反
す
る
行

為
が
そ
の
ま
ま
違
勅
罪
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
先
に
み
た
和
銅
六
年
（
七
一

三
）
三
月
壬
午
条
の
詔
が
改
め
て
「
並
科
二
違
勅
罪
一
」
と
し
て
い
る
こ
と
の

意
味
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
別
稿
（
3
）

に
述
べ
た

よ
う
に
、
本
来
、
詔
書
施
行
違
条
は
違
勅
罪
の
法
源
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
問
題
は
、
延
暦
十
九
年
太
政
官
符
の
違
勅
罪
は
、
詔
勅
に
違
反
し
た

者
を
対
象
と
す
る
違
勅
罪
で
あ
っ
て
、
詔
勅
を
正
し
く
施
行
で
き
な
い
官
人

を
対
象
と
す
る
職
制
律
詔
書
施
行
違
条
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、『
類
聚
三
代
格
』
の
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
五
月

廿
一
日
太
政
官
符
で
あ
る
。
同
官
符
は
、
承
和
元
年
（
八
三
四
）
四
月
廿
五

日
太
政
官
符
に
引
か
れ
、

右
検
二
案
内
一
。
太
政
官
去
弘
仁
五
年
五
月
廿
一
日
下
二
左
右
京
五
畿
内
七
道

諸
国
一
符

。
得
二
飛
騨
国
解
一

。
貢
二
上
丁
匠
一
。
毎
レ
年
有
レ
数
。
事
畢
之

日
。
規
二
避
課
役
一
。
庸
二
作
他
郷
一
。
積
レ
年
忘
レ
帰
。
未
役
不
レ
絶
。
国
郡
陥

レ
罪
。
加
以
遺
留
之
輩
相
代
奉
レ
公
。
不
レ
堪
二
其
苦
一
。
逃
去
者
多
。
遂
使
二
父

子
不
レ
保
。
夫
婦
別
レ
処
。
邑
里
爲
レ
虚
。
道
路
希
一レ

通
。
望
請
。
下
二
知
天
下
一

勘
責
令
二

言
上
一

者
。
右
大
臣
宣
。
容
　二
止
逃
人　
一　
律
條
立　
レ　
罪
。
其
飛
騨
之

民
。
言
語
容
皃
既
異
二
他
国
一
。
雖
レ
変
二
姓
名
一
。
理
無
レ
可
レ
疑
。
然
則
留
住

之
姦
。
尤
在
二
所
由
一
。
宜
三
重
下
知
捜
勘
令
二
言
上
一
。
若
有　
二　
容
隠　
一　
者
。
国

郡
官
司
。
准　
二　
太
政
官
去
延
暦
十
三
年
符　
一　。
科　
二　
違
勅
罪　
一　。
郷
長
隣
保
亦
准

レ
此
科
レ
之
。
雇
役
之
家
処
二
杖
一
百
一
。
計
下
自
二
来
日
一
一
人
之
功
上
。
日
別

徴
二
新
銭
一
百
文
一
。
令
レ
送
二
彼
後
家
一
。
永
為
二
恒
例
一
。
以
絶
二
姦
源
一
者
。

職
国
承
知
。
毎
レ
年
附
二
朝
集
使
一
言
上
者
。
従
二
位
行
大
納
言
兼
皇
太
子
傅

藤
原
朝
臣
三
守
宣
。
下
知
之
後
。
曽
無
二
言
上
一
。
職
国
之
司
不
レ
慎
二
符
旨
一
。

遂
致
二
此
怠
一
。
宜
三
厳
下
知
捜
勘
令
二
言
上
一
。
如
猶
不
レ
悛
。
一
准
二
前
符
一
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科
二
違
勅
罪
一
。

と
す
る
。
弘
仁
五
年
官
符
は
、
逃
亡
す
る
飛
騨
国
丁
匠
の
容
隠
が
あ
っ
た
時

に
は
延
暦
十
三
年
太
政
官
符
に
拠
っ
て
国
郡
官
司
を
違
勅
罪
と
す
る
。
違
勅

罪
と
す
る
説
明
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
が
、「
容
二
止
逃
人
一
律
條
立
レ
罪
。」

で
あ
る
。
捕
亡
律
は
佚
文
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
逃
亡
浮
浪
の
者
を
容

止
し
た
場
合
「
凡
部
内
容
二
止
他
界
逃
亡
浮
浪
一
人
一
。
里
長
笞
三
十
」
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
唐
律
は
、「
諸
部
内
容
二
止
他
界
逃
亡
浮
浪
一
者
、

一
人
里
正
笞
四
十
、
謂
経
二
十
五
日
以
上
一
者
。
坊
正
、
村
正
同
二
里
正
之
罪
一
。

若
将
二
家
口
逃
亡
浮
浪
一
者
、
一
戸
同
二
一
人
一
為
レ
罪
。
四
人
加
二
一
等
一
、
縣

内
、
五
人
笞
四
十
、
十
人
加
二
一
等
一
、
州
随
二
所
管
縣
一
、
通
計
為
レ
罪
。
皆

以
二
長
官
一
為
レ
首
、
佐
職
為
レ
從
。
各
罪
止
二
徒
二
年
一
。
其
官
戸
、
部
曲
、
奴

婢
、
亦
同
。」
で
あ
る
。
（
4
）

唐
律
に
よ
れ
ば
、
逃
亡
浮
浪
の
者
を
容
止
す
る
州
県

の
官
人
の
量
刑
は
徒
二
年
を
上
限
と
す
る
。
日
本
令
の
佚
文
が
、
唐
律
の
里

正
笞
四
十
を
、
里
長
笞
三
十
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
律
の
国

郡
官
人
の
量
刑
は
、
徒
二
年
よ
り
軽
い
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
徒
一
年

半
か
ら
徒
二
年
と
い
う
の
は
、
先
に
延
暦
十
九
年
太
政
官
符
に
お
い
て
、
違

勅
罪
の
量
刑
と
し
て
長
谷
山
氏
が
推
定
し
た
量
刑
と
同
一
で
あ
る
。
さ
ら
に

こ
こ
で
は
、
逃
亡
し
た
飛
騨
国
丁
匠
で
は
な
く
、
そ
れ
を
取
り
締
ま
る
こ
と

の
で
き
な
い
国
郡
官
人
が
違
勅
罪
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
違
勅
罪
の
内
容
は
、
詔
勅
を
正
し
く
施
行
で
き
な
い
官
人
を
対
象

と
す
る
職
制
律
詔
書
施
行
違
条
の
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
延
暦
年

間
に
は
、
違
勅
罪
は
詔
書
施
行
違
条
と
結
び
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
ど
の
よ
う
な
過
程
で
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
か
は
、
改

め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
者
の
違
い
は
そ
の
対
象
に
あ
る
。
そ

こ
で
、
違
勅
罪
の
対
象
と
な
っ
た
者
を
整
理
し
た
の
が
、
左
の
表
で
（
5
）

あ
る
。
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違
勅
罪
対
象
表

1

和
銅
六
年
三
月
十
九
日
詔
（『
続
日
本
紀
』）

2

養
老
五
年
三
月
九
日
詔
（『
続
日
本
紀
』）

3

神
亀
五
年
四
月
廿
五
日
勅
（『
続
日
本
紀
』）

4

神
亀
五
年
八
月
甲
午
詔
（『
続
日
本
紀
』
同
年
八
月
に
甲
午
は
無
し
）

5

神
亀
五
年
九
月
六
日
勅
（『
類
聚
三
代
格
』）

6

天
平
勝
宝
四
年
閨
三
月
八
日
騰
勅
符
（
61
勅
所
引
・
68
太
政
官
符
）

7

天
平
勝
宝
九
年
六
月
九
日
勅
（『
続
日
本
紀
』
・
『
類
聚
三
代
格
』）

銭
以
外
を
価
と
し
て
田
を
売
買
（
賃
租
）
す
る
売
及
買
人

制
限
以
上
に
馬
を
蓄
え
た
王
公
卿
士
及
富
豪
之
民

騎
射
人
・
相
撲
人
・
膂
力
者
を
優
先
し
て
誂
い
求
め
た
王
公
卿
相

鷹
を
養
う
天
下
之
人

図
書
寮
の
仏
像
・
典
籍
等
を
私
に
貸
す
図
書
寮
官
人

寺
辺
で
殺
生
す
る
者

私
的
に
氏
族
を
集
合
さ
せ
た
氏
上
、
制
限
を
超
え
て
馬
を
蓄
え
た
王
臣
、
随
身
之
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8

天
平
宝
字
元
年
十
月
六
日
勅
（『
続
日
本
紀
』）

9

天
平
神
護
元
年
正
月
廿
日
勅
（『
類
聚
三
代
格
』）

10

天
平
神
護
元
年
三
月
五
日
勅
（『
続
日
本
紀
』）

11

宝
亀
二
年
閏
三
月
十
九
日
勅
（『
政
事
要
略
』）

12

宝
亀
二
年
八
月
十
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

13

宝
亀
四
年
正
月
十
六
日
騰
勅
符
（
47
太
政
官
符
所
引
）

14

宝
亀
四
年
三
月
十
四
日
太
政
官
奏
（『
続
日
本
紀
』）

15

宝
亀
七
年
四
月
十
二
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
宝
亀
八
年
産
三

月
十
日
太
政
官
符
所
引
）

16

宝
亀
十
年
九
月
廿
八
日
勅
（『
続
日
本
紀
』）

17

天
応
二
年
閏
正
月
廿
六
日
太
政
官
符
（
83
太
政
官
符
所
引
）

18

延
暦
二
年
十
二
月
五
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
・
『
続
日
本
紀
』

は
六
日
）

19

延
暦
三
年
十
一
月
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
・
『
続
日
本
紀
』

は
詔
）

20

延
暦
三
年
十
二
月
十
九
日
騰
勅
符
（
90
太
政
官
符
所
引
、『
続
日
本
紀
』

は
十
三
日
詔
）

21

延
暦
四
年
十
二
月
九
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

22

延
暦
六
年
七
月
廿
五
日
？
（『
続
日
本
紀
』
法
制
不
明
）

兵
を
制
限
以
上
に
蓄
え
た
者
、
京
で
兵
器
を
携
え
た
武
官
以
外
の
者
、
京
で
二
十

騎
以
上
を
集
め
た
者

調
庸
脚
夫
に
粮
食
医
薬
を
支
給
し
な
か
っ
た
京
国
官
司

随
兵
の
制
限
を
超
え
た
衛
府
官
人

伊
勢
・
美
濃
・
越
前
の
三
関
国
か
ら
王
臣
の
資
人
と
な
っ
た
者
と
そ
れ
を
充
て
た

国
司

袍
袖
口
の
寸
法
の
規
定
に
違
反
し
た
者

月
の
六
齋
日
及
び
寺
辺
二
里
内
で
殺
生
し
た
者

鷹

を
養
う
京
畿
諸
国
郡
司
百
姓
及
王
臣
子
弟

貧
民
救
済
の
た
め
の
低
価
格
の
正
税
穀
を
買
う
国
郡
司
及
殷
有
百
姓

神
社
を
掃
修
し
な
い
国
司

令
の
規
定
を
越
え
て
財
物
出
挙
の
利
息
を
と
っ
た
百
姓

京
内
に
浮
宕
す
る
陸
奥
出
羽
国
人
を
脱
漏
す
る
京
職
と
匿
う
王
臣
家

財
物
出
挙
に
お
い
て
宅
地
園
圃
を
質
と
す
る
京
内
諸
寺

林
野
な
ど
を
占
め
て
私
営
田
や
墾
田
を
営
む
国
司
、
容
認
す
る
同
僚
国
司
・
郡
司

山
川
薮
沢
を
独
占
す
る
臣
家
及
び
諸
司
・
寺
家
、
阿
従
す
る
職
国
司

大
宰
府
管
内
の
浮
浪
百
姓
の
調
庸
を
徴
す
る
に
あ
た
っ
て
疎
漏
あ
る
府
官
と
国
司

使
と
し
て
入
京
し
、
返
抄
を
得
ず
帰
任
し
た
り
、
身
病
と
詐
っ
て
京
に
滞
り
、
考
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23

延
暦
八
年
四
月
辛
酉
？
（『
続
日
本
紀
』
四
月
に
辛
酉
無
し
、
法
制
不

明
）

24

延
暦
十
年
六
月
廿
五
日
？
（『
続
日
本
紀
』
法
制
不
明
）

25

延
暦
十
一
年
七
月
廿
七
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

26

延
暦
十
三
年
符
（
56
太
政
官
符
所
引
）

27

延
暦
十
五
年
三
月
十
九
日
勅
（『
類
聚
国
史
』）

28

延
暦
十
五
年
十
一
月
廿
二
日
？
（『
日
本
後
紀
』
法
制
不
明
）

29

延
暦
十
六
年
四
月
十
六
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

30

延
暦
十
六
年
四
月
廿
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁
十
年
五
月

二
日
太
政
官
符
所
引
）

31

延
暦
十
六
年
四
月
廿
九
日
太
政
官
符
（
65
太
政
官
符
、
81
勅
所
引
）

32

延
暦
十
六
年
八
月
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』、『
政
事
要
略
』）

33

延
暦
十
七
年
九
月
十
七
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

34

延
暦
十
七
年
九
月
廿
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

35

延
暦
十
七
年
十
月
四
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

36

延
暦
十
七
年
十
月
廿
日
勅
（『
類
聚
国
史
』）

37

延
暦
十
七
年
十
二
月
八
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

38

延
暦
十
八
年
五
月
廿
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
大
同
元
年
八
月

廿
五
日
太
政
官
符
所
引
）

39

延
暦
十
九
年
十
二
月
十
九
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

課
に
あ
ず
か
り
ま
た
公
解
稲
を
得
る
国
郡
司

貧
民
救
済
の
た
め
の
低
価
格
の
正
税
穀
を
買
う
国
郡
司
及
殷
富
百
姓

山
背
国
の
山
野
を
独
占
す
る
王
臣
家
及
諸
司
寺
家
、
阿
従
す
る
所
司

京
で
葬
儀
を
僭
奢
す
る
豪
富
之
室
・
市
郭
之
人
、
相
知
り
て
故
縦
す
る
京
職

逃
亡
す
る
飛
騨
工
を
容
隠
す
る
国
郡
官
司

北
辰
を
祭
り
会
集
す
る
京
畿
内
吏
民

逃
亡
す
る
飛
騨
工
を
容
隱
す
る
者
、
26
の
実
施
と
す
れ
ば
対
象
は
国
郡
官
司

国
の
粗
悪
な
調

を
納
れ
る
国
宰
郡
吏
と
検
校
し
な
い
出
納
官
人

半
倍
を
超
え
て
銭
出
挙
の
利
息
を
と
っ
た
者

大
宰
府
管
内
に
浮
宕
す
る
秩
満
解
任
之
人
、
王
臣
子
孫
之
徒
、
容
認
す
る
土
人
と

官
司

浪
人
か
ら
調
庸
を
徴
す
る
こ
と
に
拒
捍
す
る
庄
長
、
阿
容
す
る
国
郡
司

僧
が
子
を
蔭
に
仮
し
て
出
家
さ
せ
る
こ
と
を
告
げ
な
い
親
姻
隣
保

銭
を
蓄
え
る
外
国
吏
民

京
畿
内
で
夜
祭
歌

す
る
者
、
告
げ
な
い
隣
保

不
正
な
交
易
を
行
う
国
衙
の
官
人

山
川
薮
沢
を
独
占
す
る
寺
并
王
臣
家
及
豪
民
等
、
阿
縦
す
る
所
司
（
国
郡
官
司
）

正
税
出
挙
の
本
稲
以
外
ま
で
穎
で
納
め
さ
せ
る
国
郡
官
司

春
秋
禄
の
給
日
に
不
参
の
官
人
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40

延
暦
二
十
一
年
正
月
五
日
勅
（『
類
聚
国
史
』）

41

延
暦
廿
三
年
十
月
廿
三
日
勅
（『
日
本
後
紀
』）

42

延
暦
廿
三
年
十
二
月
廿
一
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』、『
日
本
後

紀
』
は
勅
）

43

大
同
元
年
閏
六
月
八
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』、『
日
本
後
紀
』

は
勅
）

44

大
同
元
年
八
月
廿
七
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』、『
日
本
後
紀
』

は
勅
）

45

大
同
二
年
二
月
一
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』、『
類
聚
国
史
』
は

勅
）

46

大
同
二
年
七
月
廿
四
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

47

大
同
三
年
九
月
廿
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

48

大
同
三
年
九
月
廿
六
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

49

弘
仁
二
年
五
月
廿
二
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

50

弘
仁
三
年
四
月
十
六
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁
九
年
五
月

二
十
九
日
太
政
官
符
所
引
、『
日
本
後
紀
』
は
勅
）

51

弘
仁
三
年
五
月
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』、『
日
本
後
紀
』
は

勅
）

52

弘
仁
五
年
五
月
廿
一
日
太
政
官
符
（
57
太
政
官
符
所
引
）

53

弘
仁
五
年
六
月
廿
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

54

弘
仁
六
年
十
一
月
十
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
貞
観
七
年
三

月
二
日
太
政
官
符
所
引
）

水
田
を
売
買
す
る
時
の
直
の
上
限
に
違
反
す
る
百
姓

鷹
狩
に
使
う
鷹
鷂
を
私
に
飼
う
臣
民
。
違
反
を
許
す
国
郡
官
司

牛
を
殺
し
牛
皮
を
鞍
な
ど
の
類
に
使
用
す
る
無
頼
之
輩
、
阿
容
す
る
主
司

山
川
海
島
浜
野
林
原
等
を
独
占
す
る
寺
王
臣
百
姓
等

寺
田
寺
財
の
横
領
や
勝
手
な
行
動
す
る
寺
の
檀
越
、
容
隱
す
る
国
司
・
三
綱
・
衆

僧奏
聞
せ
ず
に
畿
外
に
出
る
五
位
以
上
。
阿
容
し
申
さ
ざ
る
国
吏

国
司
作
田
を
営
む
に
あ
た
っ
て
民
要
を
妨
げ
た
畿
内
国
司

私
に
鷹

を
飼
う
京
畿
諸
国
郡
司
百
姓
及
王
臣
子
弟
、
阿
容
し
て
言
わ
ざ
る
者
も

東
山
道
の
正
税
出
挙
に
お
い
て
姦
詐
を
許
容
す
る
所
司
（
＝
国
司
）

牧
の
父
馬
を
乗
用
す
る
国
司
、
見
知
し
て
告
げ
ざ
る
郡
司
百
姓

寺
で
男
女
混
雑
し
た
者
、
容
受
し
た
三
綱
、
糾
さ
ざ
る
所
司
＝
京
職
国
司

買
墾
田
や
占
地
を
行
う
国
司

逃
亡
す
る
飛
騨
工
を
容
隠
す
る
国
郡
官
司
、
郷
長
隣
保

意
に
任
せ
て
館
を
造
っ
て
民
の
患
い
を
な
す
国
司
、
糺
さ
な
い
官
僚

貢
す
る
蘇
が
不
好
で
あ
っ
た
り
、
期
限
に
違
反
し
た
国
司
、
使
者
の
五
位
以
上
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55

弘
仁
十
一
年
七
月
九
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

56

弘
仁
十
三
年
八
月
廿
五
日
交
替
式
（『
貞
観
交
替
式
』）

57

承
和
元
年
四
月
廿
五
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

58

承
和
五
年
八
月
七
日
勅
（『
続
日
本
後
紀
』）

59

承
和
五
年
八
月
廿
九
日
太
政
官
符
（『
政
事
要
略
』）

60

承
和
五
年
十
一
月
十
八
日
（
？
）
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

61

承
和
七
年
四
月
廿
三
日
勅
（『
続
日
本
後
紀
』）

62

承
和
八
年
二
月
十
四
日
勅
（『
続
日
本
後
紀
』

63

承
和
十
年
六
月
十
四
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
承
和
十
一
年
十

一
月
十
五
日
太
政
官
符
所
引
）

64

嘉
祥
二
年
閨
十
二
月
五
日
太
政
官
符
（『
政
事
要
略
』）

65

斉
衡
二
年
六
月
廿
五
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』、
81
勅
所
引
）

66

貞
観
二
年
十
月
廿
一
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

67

貞
観
二
年
十
一
月
九
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

68

貞
観
四
年
六
月
廿
九
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

69

貞
観
四
年
十
二
月
十
一
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

70

貞
観
五
年
三
月
十
五
日
（『
類
聚
三
代
格
』）

71

貞
観
六
年
九
月
四
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

72

貞
観
六
年
九
月
十
四
日
太
政
官
符
（『
政
事
要
略
』）

73

貞
観
八
年
正
月
廿
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』、『
三
代
実
録
』

は
勅
）

天
下
百
姓
に
大
小
の
麦
を
播
種
さ
せ
る
の
に
時
を
失
う
国
郡
司

官
物
を
習
常
欠
怠
し
た
国
司

飛
騨
工
の
捜
勘
言
上
を
命
じ
る
官
符
に
従
わ
な
い
職
国
之
司

勅
旨
田
並
び
に
親
王
以
下
寺
家
が
占
め
た
墾
田
地
で
民
を
愁
苦
さ
せ
る
専
当
荘
長

均
し
く
雑
徭
を
使
う
こ
と
に
違
反
す
る
国
司
郡
司

剋
外
に
多
く
夫
馬
を
乗
用
す
る
上
下
諸
使
等

神
社
の
修
造
を
果
た
せ
な
い
国
郡
司

寺
辺
二
里
で
殺
生
す
る
者

国
分
寺
の
僧
尼
の
欠
は
度
縁
を
進
め
て
か
ら
そ
の
後
に
補
す
こ
と
に
違
反
す
る
国

司定
額
寺
の
堂
塔
雑
舎
及
仏
像
経
論
を
修
理
・
荘
厳
す
る
に
あ
た
り
検
校
し
な
い
国

司
講
師
と
実
行
し
な
い
三
綱
檀
越

大
宰
府
管
内
の
浮
浪
人
を
検
括
し
な
い
府
司
と
許
容
す
る
土
人

禁
野
で
狩
り
を
す
る
者

伊
勢
大
神
宮
の
神
戸
を
割
き
取
る
国
司

剋
外
に
人
馬
に
乗
用
す
る
貢
御
馬
使

月
六
齋
日
並
び
に
寺
辺
二
里
内
で
殺
生
す
る
者
、
知
っ
て
糺
さ
な
い
国
司
講
師

鷹
鷂
を
養
い
禁
野
で
狩
り
を
す
る
国
司
等

市
人
が
仕
え
る
こ
と
を
許
し
た
諸
司
諸
院
諸
家
の
知
事

帰
国
後
の
飛
騨
匠
丁
の
徭
役
を
差
課
し
た
国
司

諸
家
并
諸
人
が
祓
除
し
神
宴
す
る
日
に
諸
衛
府
舎
人
、
放
縦
之
輩
が
酒
食
を
求
め

被
物
を
責
申
す
こ
と
を
知
見
し
て
糺
さ
な
い
人



違勅罪の歴史的展開と官人統制　大町　健　　10

74

貞
観
八
年
十
二
月
八
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』、『
三
代
実
録
』）

75

貞
観
九
年
五
月
十
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』、『
三
代
実
録
』
は

勅
）

76

貞
観
十
三
年
閨
八
月
十
四
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』、『
三
代
実

録
』
は
勅
で
違
勅
罪
な
し
）

77

元
慶
二
年
三
月
十
五
日
勅
（『
三
代
実
録
』）

78

元
慶
六
年
六
月
三
日
起
請
（『
三
代
実
録
』）

79

元
慶
七
年
十
二
月
廿
二
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』、『
三
代
実
録
』

は
勅
で
違
勅
罪
な
し
）

80

元
慶
八
年
五
月
廿
九
日
勅
（『
三
代
実
録
』）

81

元
慶
八
年
八
月
四
日
勅
（『
三
代
実
録
』）

82

寛
平
三
年
九
月
十
一
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

83

寛
平
五
年
七
月
十
九
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

84

寛
平
七
年
三
月
廿
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

85

寛
平
七
年
十
二
月
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

86

寛
平
八
年
四
月
二
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

87

寛
平
八
年
四
月
二
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

88

昌
泰
二
年
六
月
四
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

89

延
喜
二
年
三
月
十
二
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

90

延
喜
二
年
三
月
十
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

91

延
喜
二
年
三
月
十
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

た
や
す
く
不
動
穀
を
用
い
る
国
司

銭
を
蓄
え
る
畿
外
諸
国
富
豪
之
輩
、
符
旨
に
従
わ
な
い
国
司

鴨
河
の
堤
の
辺
に
水
陸
田
を
耕
営
す
る
こ
と
を
見
逃
す
国
郡
司

校
班
田
に
あ
た
り
、
実
に
よ
ら
な
い
言
上
し
、
隠
没
致
す
五
畿
内
諸
国
国
司

戒
牒
を
持
た
ず
に
僧
と
称
す
る
者

禁
野
内
で
の
百
姓
の
樵
を
妨
害
す
る
預
人
、
許
容
す
る
国
司

諸
寺
の
修
治
を
し
な
い
道
俗
主
司
、（
俗
の
主
司
は
国
司
）

国
務
に
従
わ
な
い
前
司
子
弟
、
富
豪
浪
人

外
国
に
居
住
す
る
京
貫
人
庶
王
臣
子
孫
、
容
忍
す
る
百
姓
、
糺
察
し
な
い
官
司

陸
奥
の
逃
人
を
捜
括
し
本
郷
送
還
す
る
符
旨
に
従
わ
な
い
京
職
と
王
臣
家

私
物
を
出
挙
す
る
王
臣
家

た
や
す
く
畿
内
か
ら
出
る
五
位
以
上
及
王
孫

庄
田
品
位
職
田
の
他
に
私
営
田
を
営
む
諸
宮
王
臣
家
及
五
位
已
上

百
姓
に
代
わ
っ
て
田
宅
資
財
を
争
訟
す
る
諸
院
諸
宮
王
臣
家
の
別
当
と
家
司

結
保
帳
に
よ
っ
て
姦
猾
を
督
察
し
な
い
保
長
、
従
わ
な
い
保
人

臨
時
の
御
厨
や
諸
院
諸
宮
王
臣
の
家
厨
を
停
止
す
る
の
に
従
わ
な
い
院
司
家
司

山
川
薮
沢
を
占
固
す
る
諸
院
諸
宮
及
王
臣
家

民
私
宅
を
仮
り
て
庄
家
と
号
し
稻
穀
等
物
を
貯
積
し
、
国
に
妨
げ
を
す
る
院
諸
宮

王
臣
家



違
勅
罪
の
実
例
に
つ
い
て
、
長
谷
山
氏
は
、
違
勅
罪
の
適
用
対
象
は
、
時

代
的
な
特
徴
を
言
え
ば
、
和
銅
〜
弘
仁
年
間
に
は
百
姓
を
含
む
広
範
囲
の
人

問
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
降
は
官
人
に
限
ら
れ
て
く

る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
官
人
を
違
勅
罪
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
5
神
亀
五
年
九
月
六
日

勅
に
例
が
あ
る
。
同
勅
は
、

勅
。
於
二
図
書
寮
一
所
レ
藏
仏
像
及
内
外
典
籍
書
法
屏
風
障
子
并
雑
図
絵
等
類
。

一
物
已
上
。
自
今
以
後
。
不
レ
得
三
輙
借
二
親
王
以
下
及
庶
人
一
。
若
不
二
奏
聞
一

私
借
者
。
本
司
科
二
違
勅
罪
一
。

と
、
図
書
寮
が
所
蔵
品
を
親
王
以
下
及
庶
人
に
容
易
く
貸
す
こ
と
を
禁
止
し
、

私
に
貸
し
た
場
合
は
違
勅
罪
と
す
る
。
図
書
寮
の
官
人
は
か
れ
ら
を
直
接
に

対
象
と
す
る
勅
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
違
勅
罪
に
問
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
主
に
官
人
が
詔
勅
の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
に
違
反
す
る
官
人
の
行
為
が

違
勅
罪
の
対
象
と
さ
れ
る
例
は
他
に
7
・
8
・
9
・
10
・
11
・
14
・
15
・
17
・

19
・
21
・
22
・
23
・
26
・
28
・
29
・
36
・
38
・
39
・
45
・
46
・
48
・
49
・
51
・

52
・
53
・
54
・
55
・
56
・
57
・
59
・
60
・
61
・
63
・
64
・
65
・
67
・
68
・
70
・

72
・
74
・
76
・
77
・
80
・
83
・
93
が
あ
り
、
違
勅
罪
の
実
例
の
半
数
近
く
に
の

ぼ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
官
人
が
詔
勅
の
対
象
と
な
り
そ
れ
に
対
す
る
違

反
行
為
が
違
勅
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
と
、
詔
勅
の
施
行
主
体
と
し
て
の
官
人

を
問
題
に
し
た
詔
書
施
行
違
条
の
主
旨
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
加
藤
氏
が
私
的
な
養
鷹
の
禁
止
に
つ
い
て
、
3

神
亀
五
年
八
月
甲
午
の
詔
で
は
違
反
者
に
違
勅
罪
を
科
し
た
が
、
13
宝
亀
四

年
（
七
七
三
）
正
月
十
六
日
騰
勅
符
で
は
、「
不
レ
論
二
蔭
贖
一
科
二
違
勅
罪
一
」

と
し
、
41
延
暦
二
十
三
年
十
月
廿
三
日
勅
で
は
、
臂
鷹
人
（
鷹
匠
か
）
や
阿

容
す
る
国
郡
官
司
に
も
違
勅
罪
を
科
す
な
ど
、
処
断
の
対
象
を
違
反
者
か
ら

所
轄
官
人
に
も
広
げ
「
不
レ
論
二
蔭
贖
一
」
を
加
え
る
な
ど
、
禁
制
を
強
化
し

よ
う
と
す
る
朝
廷
側
の
意
図
も
読
み
取
れ
る
と
し
て
お
り
、
違
勅
罪
が
官
人

を
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
る
変
化
を
宝
亀
か
ら
延
暦
年
間
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

確
か
に
国
郡
司
を
は
じ
め
と
す
る
詔
勅
を
施
行
す
る
官
人
を
、
詔
勅
に
違

反
す
る
者
と
同
じ
く
違
勅
罪
と
す
る
例
は
延
暦
年
間
に
は
じ
ま
り
、
19
・

24
・
29
・
31
・
32
・
37
・
41
・
42
・
44
・
45
・
50
・
53
・
69
・
75
・
82
に
あ
る
。

加
藤
氏
の
指
摘
の
中
で
処
断
の
対
象
を
違
反
者
か
ら
所
轄
官
人
に
も
広
げ
た

と
す
る
の
は
、
違
勅
罪
の
性
格
を
変
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
所
轄
官
人
を

対
象
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
詔
書
施
行
違
条
と
の
関
連
を
伺
わ
せ
る
こ

と
に
な
る
。
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92

延
喜
二
年
三
月
十
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）

93

延
喜
八
年
十
一
月
十
七
日
太
政
官
符
（『
政
事
要
略
』）

百
姓
田
地
舎
宅
を
買
取
り
、
閑
地
荒
田
を
占
請
す
る
諸
院
諸
宮
及
五
位
以
上
の
耕

主
と
署
牒
之
人

池
溝
堰
堤
を
修
理
し
な
い
国
司
長
官



違
勅
罪
の
展
開
過
程
と
職
制
律
詔
書
施
行
違
条
と
の
関
係
に
つ
い
て
章
を

改
め
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
1
）
序
章
注
（
4
）「
違
勅
罪
と
そ
の
意
義
」。

（
2
）
序
章
注
（
2
）「
違
勅
罪
の
準
拠
法
と
王
命
違
反
に
対
す
る
処
罰
の
慣
例
」。

（
3
）
序
章
注
（
5
）
拙
稿
「
違
勅
罪
と
職
制
律
の
構
成
」

（
4
）『
譯
註
日
本
律
令
三
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
。

（
5
）
こ
の
表
は
、
長
谷
山
氏
序
章
注
（
2
）「
違
勅
罪
の
準
拠
法
と
王
命
違
反
に
対
す

る
処
罰
の
慣
例
」
に
も
と
づ
き
作
成
し
た
が
、
加
藤
氏
序
章
注
（
4
）「
違
勅
罪
と

そ
の
意
義
」
が
27
、
40
、
41
、
56
を
、
今
回
33
を
違
勅
罪
の
実
例
と
し
て
加
え
た
。

ま
た
、
長
谷
山
・
加
藤
両
氏
が
違
勅
罪
の
実
例
と
し
た
天
平
九
年
九
月
廿
一
日
勅

（『
類
聚
三
代
格
』、『
続
日
本
紀
』
は
二
十
二
日
詔
）、
天
平
勝
宝
三
年
九
月
四
日
太

政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』）
は
、
詳
し
い
論
考
は
別
稿
に
譲
る
が
、
違
勅
罪
の
実
例

か
ら
外
し
た
。

二
　
違
勅
罪
の
展
開

加
藤
氏
（
1
）

が
指
摘
し
た
養
鷹
禁
止
の
例
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。
3

神
亀
五
年
（
七
二
八
）
八
月
甲
午
詔
は
、

詔
曰
。
朕
有
レ
所
レ
思
。
比
日
之
間
。
不
レ
欲
レ
養
レ
鷹
。
天
下
之
人
。
亦
宜
レ
勿

レ
養
。
其
待
二
後
勅
一
。
乃
須
レ
養
レ
之
。
如
有
レ
違
者
。
科
二
違
勅
之
罪
一
。
布
二

告
天
下
一
。
咸
令
二
聞
知
一
。

で
あ
る
。
こ
の
詔
は
、
傍
線
の
よ
う
に
鷹
を
飼
う
こ
と
を
禁
止
し
た
詔
勅
に

違
反
す
る
天
下
の
人
を
違
勅
罪
の
対
象
と
し
て
い
る
（
2
）

。
鷹
を
養
う
こ
と
を
違

勅
罪
と
す
る
延
暦
年
間
の
勅
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
41
延
暦
二
十
三

年
（
八
〇
四
）
十
月
廿
三
日
勅
は
、

勅
。
私
養
二
鷹
鷂
一
。
禁
制
已
久
。
如
聞
。
臣
民
多
蓄
。
遊
猟
無
レ
度
。
故
違
二

綸
言
一

。
深
合
二

罪
責
一

。
宜
二

厳
禁
断
。
勿
一レ

令
二

重
犯
一

。
但
三
王
臣
。
聴

レ
養
有
レ
差
。
仍
賜
二
印
書
一
。
以
爲
二
明
験
一
。
自
余
輙
養
。
將
レ

二
重
科
一
。

其
印
書
外
過
レ
数
者
。
捉
二
臂
鷹
人
一
進
上
。
自
余
王
臣
五
位
已
上
録
レ
名
言
上
。

六
位
已
下
及
臂
鷹
人
。
並
依
レ
法
禁
固
。
科
二
違
勅
罪
一
。
遣
レ
使
捜
検
。
如
有
二

違
反
一
。
国
郡
官
司
。
亦
与
同
罪
。

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
勅
に
違
反
し
て
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
鷹
鷂
を
私
に

買
っ
た
者
だ
け
で
な
く
、
傍
線
の
よ
う
に
国
郡
官
司
が
同
罪
と
し
て
違
勅
罪

と
さ
れ
て
い
る
。
（
3
）

そ
の
論
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
47
大
同
三
年

（
八
〇
八
）
九
月
廿
三
日
太
政
官
符
は
、

応
レ
禁
三
断
飼
二
鷹

一
事

右
検
二
案
内
一
。
太
政
官
去
宝
亀
四
年
正
月
十
六
日
下
二
弾
正
台
左
右
京
職
五

畿
内
七
道
諸
国
一
騰
勅
符

。
養
レ
鷹
者
先
既
禁
断
。
頃
年
以
来
無
レ
事
棄
レ
日
。

時

遊
覧
。
特
聴
二
一
二
陪
侍
者
一
令
レ
得
レ
養
。
欲
レ
送
二
無
事
之
余
景
一
。
実

非
二
凡
庶
之
通
務
一
。
如
聞
。
ａ
京
畿
諸
国
郡
司
百
姓
及
王
臣
子
弟
。
或
詐
称
二

特
聴
一
。
或
仮
二
勢
侍
臣
一
。
争
養
二
鷹

一
。
競
馳
二
郊
野
一
。
允
違
二
禁
制
一
。

理
須
二
懲
粛
一
。
所
司
承
知
。
厳
加
二
禁
断
一
。
莫
レ
令
二
更
然
一
。
若
猶
不
レ
改

者
。
六
位
已
下
不
レ
論
二

蔭
贖
一

科
二
違
勅
罪
一

。
五
位
已
上
録
レ

名
言
上
一

者
。

被
二
右
大
臣
宣
一

。
奉
レ
勅
。
私
飼
二
鷹

一
已
経
二
禁
断
一
。
今
一
切
欲
レ
制
。

事
不
レ
獲
レ
已
。
宜
下
聴
二
親
王
及
観
察
使
已
上
并
六
衛
府
次
官
已
上
一
特
令
上
レ
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得
レ
飼
。
但
馳
二
逐
田
畝
一
損
二
傷
民
産
一
之
類
。
令
二
所
司
録
レ
名
言
上
一
。
其

所
レ
聴
人
等
太
政
官
給
二
随
身
験
一
。
所
由
加
二
検
校
一
然
後
聴
レ
飼
。
若
無
二
官

験
一

輙
飼
レ

鷹
者
。
六
位
已
下
禁
レ

身
副
レ

鷹
進
上
。
五
位
已
上
録
レ

名
言
上
。

ｂ
阿
容
不　
レ　
言
者
同
科　
二　
違
勅
罪　
一　。

と
す
る
。
大
同
三
年
太
政
官
符
で
、
傍
線
ｂ
「
同
科
二
違
勅
罪
一
」
と
さ
れ
て

い
る
の
は
「
阿
容
不
レ
言
」
る
も
の
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
鷹
を
飼
う
六
位
已

下
、
五
位
已
上
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
延
暦
廿
三
年
の

勅
で
国
郡
官
司
が
「
亦
与
同
罪
」
と
さ
れ
て
い
る
の
も
、
鷹
を
飼
う
主
体
と

し
て
で
は
な
く
、「
阿
容
」
す
な
わ
ち
鷹
を
飼
う
行
為
を
許
す
、
見
逃
す
こ
と

が
違
勅
罪
に
問
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

詔
勅
に
違
反
す
る
者
の
み
な
ら
ず
、
詔
勅
を
施
行
す
る
官
人
を
違
勅
罪
と

す
る
も
の
に
、
20
延
暦
三
年
十
二
月
十
九
日
騰
勅
符
が
あ
る
。
同
騰
勅
符
は
、

山
川
薮
沢
之
利
公
私
共
レ
之
。
比
来
王
臣
及
諸
司
寺
家
等
包
二
并
山
林
一
経
二
略

薮
沢
一
。
宜
下
加
二
下
知
一
勿
上
レ
使
二
更
然
一
。
其
所
レ
占
之
地
不
レ
論
二
先
後
一
皆

悉
還
レ
公
。
如
有
二
違
反
一
者
科
二
違
勅
罪
一
。
職
国
司
等
阿
縦
不　
レ　
禁
亦
与
同
罪
。

其
諸
氏
家
墓
者
一
依
二
旧
堺
一
不
レ
得
二
斫
損
一
。

で
あ
る
。
同
騰
勅
符
は
、
公
私
共
利
を
侵
害
し
て
い
る
王
臣
・
寺
家
な
ど
の

山
野
を
「
収
公
」
す
る
、
と
い
う
従
来
に
な
い
強
硬
措
置
を
打
ち
出
し
た
も

の
で
あ
り
、
山
野
に
対
す
る
国
司
の
権
限
を
強
化
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
4
）

が
、「
包
并
山
林
経
略
薮
沢
」
し
た
王
臣
及
諸
司
寺
家
と
と
も
に
京
職
・
国
司

を
「
与
同
罪
」
と
し
て
違
勅
罪
に
処
す
と
す
る
。
国
郡
の
官
人
を
阿
縦
し
禁

じ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
違
反
者
と
と
も
に
同
罪
と
し
て
違
勅
罪

に
処
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
延
暦
三
年
が
早
い
例
で
あ
ろ
う
（
5
）

。

25
延
暦
十
一
年
七
月
廿
七
日
太
政
官
符
は
、

応
レ
禁
三
断
両
京
僭
二
奢
葬
儀
一
事

右
被
二
右
大
臣
宣
一

。
奉
レ
勅
。
送
終
之
礼
必
従
二
省
要
一
。
如
レ
聞
。
豪
富
之

室
。
市
郭
之
人
。
猶
競
二
奢
靡
一
不
レ
遵
二
典
法
一
。
遂
敢
妄
結
二
隊
伍
一
仮
設
二

幡
鐘
一
。
諸
如
レ
此
類
不
レ
可
二
勝
言
一
。
貴
賎
既
無
二
等
差
一
。
資
財
空
爲
二
損

耗
一
。
既

之
後
酣
酔
而
帰
。
非
三
唯
虧
二
損
風
教
一
。
実
亦
深
二
蠹
公
私
一
。
宜

レ
令
三
所
司
厳
加
二
捉
搦
一
。
自
今
以
後
勿
レ
使
二
更
然
一
。
其
有
二
官
司
相
知
故

縦
一

者
。
与
二

所
レ

犯
人
一

並
科
二

違
勅
罪
一

。
仍
於
二

所
在
條
坊
及
要
路
一

明

加
二

示
一
。

と
す
る
が
、
葬
儀
を
僭
奢
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
そ
れ
に
違
反
す
る
者
（
豪

富
之
室
。
市
郭
之
人
）
と
並
ん
で
相
知
故
縦
す
る
官
司
（
京
で
の
問
題
で
あ

る
の
で
京
職
）
が
相
知
故
縦
を
理
由
と
し
て
違
勅
罪
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
勅
旨
に
違
反
す
る
者
と
と
も
に
、
勅
旨
に
違
反
す
る
行
為
を

見
逃
し
許
す
、
す
な
わ
ち
勅
旨
を
正
し
く
施
行
し
な
い
官
人
を
違
勅
罪
の
対

象
と
し
て
い
る
。
延
暦
年
間
に
至
っ
て
、
勅
旨
を
厳
正
に
施
行
し
て
い
な
い

こ
と
が
、
違
勅
罪
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
違
勅
罪
が
職
制
律
詔
書
施
行
違
条
が
対
象
と
す
る
、
官
人
が

詔
勅
を
施
行
す
る
の
に
あ
た
っ
て
、
主
旨
に
違
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
罪
に
近

い
も
の
に
変
化
し
て
き
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
違
勅
罪
の
変
化
の
論
理
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
違
勅

罪
と
官
人
と
の
関
係
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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8
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
十
月
六
日
勅
は
、

勅
曰
。
如
聞
。
諸
国
庸
調
脚
夫
。
事
畢
帰
レ

郷
。
路
遠
粮
絶
。
又
行
旅
病
人

無
二
親
恤
養
一
。
欲
レ
免
二
飢
死
一
。
餬
レ
口
仮
レ
生
。
並
辛
二
苦
途
中
一
。
遂
致
二

横
斃
一
。
朕
念
二
乎
此
一
。
深
増
二
憫
矜
一
。
宜
下
仰　
二　
京
国
官
司　
一　
。
量
二
給
粮
食

医
薬
一
。
勤
加
二
検
校
一
。
令
上
レ
達
二
本
郷
一
。
若
有　
二　
官
人
怠
緩　
一　
不　
レ　
行
者
。

科
二
違
勅
罪
一
。

と
す
る
。
庸
調
脚
夫
に
粮
食
医
薬
を
給
い
、
本
郷
に
帰
ら
せ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
京
国
官
司
に
命
ぜ
ら
れ
た
勅
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
怠
緩
し
て
行
わ
な

い
官
人
＝
京
国
官
司
が
違
勅
罪
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
官
人
が

違
勅
罪
に
問
わ
れ
た
の
は
、
官
人
自
身
が
直
接
に
勅
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

9
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
正
月
廿
日
勅
は
、

勅
。
如
聞
。
衛
府
官
人
等
。
輙
随
二
所
レ
将
兵
三
五
人
一
任
縦
行
往
。
復
退
レ
私

時
多
従
二

己
馬
一

。
里
驚
二

衆
目
一

路
擁
二

行
人
一

。
宿
衛
禁
兵
理
不
レ

可
レ

然
。

自
今
以
後
。
給
二
随
身
一
者
。
長
官
二
人
。
次
官
已
下
一
人
。
若
有　
レ　
違
者
宜

レ
科
二
違
勅
罪
一
兵
亦
決
レ
杖
解
却
。
其
三
人
已
上
応
二
随
身
一
者
。
必
先
奏
聞
。

聴
二
勅
処
分
一
。

と
す
る
が
、
衛
府
官
人
の
随
兵
制
限
の
勅
旨
の
対
象
と
な
る
の
は
衛
府
の
官

人
で
あ
り
、
兵
に
対
す
る
処
置
が
決
杖
解
却
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
衛
府
官

人
が
違
勅
罪
と
さ
れ
る
の
は
、
違
反
と
さ
れ
る
内
容
が
私
時
に
兵
を
随
わ
せ

る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
9
天
平
神
護
元
年
勅
は
「
有
レ
違
」
に
違
勅
罪

を
科
す
と
し
て
い
る
。
そ
の
原
理
は
、
先
の
5
神
亀
五
年
勅
の
「
如
有
レ
違
者
」

と
同
じ
く
詔
勅
に
違
反
す
る
行
為
を
違
勅
罪
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
8
天
平

宝
字
元
年
の
勅
の
京
国
官
司
の
違
勅
罪
も
、
京
国
官
司
が
勅
の
対
象
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
、
天
平
宝
字
元
年
の
勅
が
「
有
二
官
人
怠
緩
一
不
レ
行
」

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
人
が
怠
緩
し
て
勅
を
行

わ
な
い
、
つ
ま
り
、
勅
を
厳
正
に
施
行
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
問
題
に
さ
れ

て
い
る
。
官
人
が
勅
の
対
象
と
な
る
場
合
、
官
人
が
勅
の
直
接
の
対
象
で
あ

る
と
と
も
に
、
勅
を
施
行
す
る
立
場
に
も
あ
る
と
い
う
論
理
が
存
在
す
る
の

で
あ
る
。

こ
の
点
が
さ
ら
に
明
確
な
の
は
、
17
天
応
二
年
（
七
八
二
）
閏
正
月
廿
六

日
の
太
政
官
符
で
あ
る
。

被
下
太
政
官
去
天
応
二
年
閏
正
月
廿
六
日
下
二
左
右
京
職
一
符
上

。
陸
奥
出
羽

人
在
レ
京
者
不
レ
別
二
雑
色
一
皆
還
二
本
郷
一
。
実
是
豊
二
辺
戌
一
備
二
外
禦
一
之
術

也
。
此
事
中
停
不
レ
用
有
レ
日
。
与
二
言
於
今
一
理
尤
可
レ
行
。
職
宜
下
承
知
。
自

今
以
後
。
両
国
人
任
二
王
臣
家
□
一
及
浮
二
宕
京
内
一
。
能
加
二
捜
括
一
。
随
レ
得

且
申
上
。
若
有　
二　
脱
漏
及
相
匿
一
者
。
不
レ
論
二
多
少
一
科
二
違
勅
罪
一
。

同
官
符
は
、
陸
奥
出
羽
両
国
の
人
で
王
臣
家
に
仕
え
京
内
に
浮
宕
し
て
い
る

者
を
捜
括
し
、
見
つ
け
次
第
報
告
す
る
こ
と
を
左
右
京
職
に
指
示
し
た
も
の

で
、
漏
脱
し
た
り
匿
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
違
勅
罪
を
科
す
と
し
て
い
る
が
（
6
）、

違
勅
罪
の
対
象
は
脱
漏
す
る
京
職
と
相
匿
う
王
臣
家
で
あ
る
。
こ
の
官
符
の

直
接
の
対
象
は
、
陸
奥
国
人
の
捜
括
と
陸
奥
国
へ
還
す
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た

左
右
京
職
で
あ
り
、
脱
漏
す
な
わ
ち
そ
の
勅
を
実
行
で
き
な
い
左
右
京
職
が

違
勅
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
で
は
、
官
人
が
詔
勅
に
違

違勅罪の歴史的展開と官人統制　大町　健　　14



反
す
る
と
い
う
違
勅
罪
の
類
型
に
属
す
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
一
方
で

相
匿
う
王
臣
家
も
違
勅
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
。
王
臣
家
は
勅
の
実
行
を
妨
害

す
る
こ
と
が
違
勅
罪
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
王
臣
家
に
対

し
て
は
、
京
職
は
勅
を
執
行
し
、
守
ら
せ
る
と
い
う
役
割
を
負
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
京
職
の
違
勅
罪
に
は
勅
を
施
行
で
き
な
い
と
い
う
側
面
が
あ
る

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
論
理
が
先
の
延
暦
三
年
の
勅
を
施
行
で
き
な
い
官
人
を
「
与
同
罪
」
と

し
て
違
勅
罪
に
処
す
変
化
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
勅
を
守
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
官
人
を
違
勅
罪

の
主
要
な
対
象
と
す
る
の
は
、
前
章
で
検
討
し
た
57
承
和
元
年
（
八
三
四
）

四
月
廿
五
日
太
政
官
符
所
引
の
52
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
五
月
廿
一
日
太
政

官
符
で
あ
る
。
弘
仁
五
年
太
政
官
符
は
、
容
隠
が
あ
っ
た
時
に
は
26
延
暦
十

三
年
太
政
官
符
に
拠
っ
て
国
郡
官
司
を
違
勅
罪
と
す
る
。
郷
長
隣
保
は
こ
れ

に
準
ず
る
と
さ
れ
る
に
止
ま
る
。
雇
役
之
家
は
杖
百
の
上
で
、
飛
騨
工
に
功

を
払
う
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
承
和
元
年
太
政
官
符
で
は

職
国
之
司
が
違
勅
罪
に
問
わ
れ
る
が
、
そ
の
論
理
は
「
不
レ
慎
二
符
旨
一
。
遂

致
二
此
怠
一
」
と
厳
正
に
施
行
し
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
の
陸
奥

出
羽
国
人
の
本
郷
送
還
を
命
じ
た
17
天
応
二
年
太
政
官
符
が
、
脱
漏
す
る
京

職
と
相
匿
う
王
臣
家
を
と
も
に
違
勅
罪
と
し
た
の
に
対
し
て
、
弘
仁
五
年
太

政
官
符
で
は
、
主
に
国
郡
官
司
を
違
勅
罪
の
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
76
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
閨
八
月
十
四
日
太
政
官
符
は
、

応
レ
禁
三
止
鴨
河
堤
辺
耕
二
営
水
陸
田
一
事

右
右
大
臣
宣
。
奉
レ
勅
。
夫
積
レ
土
築
レ
堤
。
尤
爲
レ
避
レ
水
。
堤
絶
河
決
。
其

害
難
レ
防
。
而
今
有
レ
聞
。
細
民
之
愚
昧
二
於
遠
慮
一
。
或
公
請
二
空
閑
之
明
験
一
。

或
私
逐
二

地
利
之
膏
腴
一

。
開
二

発
田
畴
一

。
穿
レ

渠
引
レ

水
。
霑
潤
之
漸
遂
及

レ
壊
レ
堤
。
又
河

近
郊
之
地
者
。
京
邑
及
輸
貢
之
徒
古
来
共
所
二
芻
牧
一
也
。

而
求
レ
利
之
輩
占
及
二
白
田
一
。
遂
令
三
百
姓
失
二
放
牧
之
便
一
。
寧
恣
二
一
家
之

所
一レ

利
。
永
忘
二
万
民
之
為
一レ

愁
。
宜
二
早
下
知
依
レ
件
禁
止
一
者
。
仍
須
下
堤
東

西
除
二
公
田
一

之
外
。
諸
家
所
二

耕
作
一

水
田
陸
田
皆
悉
禁
遏
無
中

復
令
上
レ
営
。

縦
雖
二
公
田
一
為
レ
堤
可
レ
為
レ
害
者
。
猶
復
莫
レ
令
二
耕
作
一
。
若
有
下
託
二
言
王

臣
家　
一　

強
作
上

者
。
禁
レ

身
言
上
。
但
百
姓
者
国
司
勘
決
。
若
国
郡
司
等
不

レ　
慎　
二　
符
旨　
一　
。
猶
令　
二　
耕
営　
一　

。
科
二
違
勅
罪
一
曽
不
二
寛
恕
一
。

と
す
る
。
そ
の
主
旨
は
、
空
閑
地
水
田
化
の
た
め
に
愚
民
た
ち
は
潅
漑
用
水

溝
を
引
こ
う
と
し
、
そ
の
結
果
鴨
川
堤
防
の
決
壊
を
招
く
こ
と
に
対
し
て
、

王
臣
家
の
名
を
た
て
に
耕
作
を
強
行
し
よ
う
と
す
る
者
、
お
よ
び
そ
う
し
た

行
為
を
認
め
る
国
郡
司
等
を
厳
罰
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
（
7
）

。
厳
罰
の
内
容
は
、
王
臣
家
の
詫
言
を
も
ち
い
て
強
作
す
る
者
は
禁
身

言
上
し
、
百
姓
は
国
司
が
勘
決
す
る
と
す
る
の
に
対
し
て
、
符
旨
を
慎
ず
、

水
陸
田
を
耕
営
さ
せ
た
国
郡
司
が
違
勅
罪
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
法
制
に

従
わ
な
い
者
で
は
な
く
、「
不
レ
慎
二
符
旨
一
」
と
法
令
の
主
旨
に
従
わ
せ
る
こ

と
の
で
き
な
い
国
郡
司
が
違
勅
罪
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
違
勅
罪
が
、
詔
勅
に
違
反
す
る
も
の
か
ら
、
詔
勅
を
厳
正
に
施
行

で
き
な
い
こ
と
を
対
象
と
す
る
も
の
に
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
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示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
全
て
の
違
勅
罪
が
詔
勅
を
施
行
す
る
官
人
を
対
象
と
す
る
も
の

に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
40
延
暦
二
十
一
年
（
八
〇
二
）
正
月

五
日
勅
は
「
勅
。
如
聞
。
山
城
国
百
姓
。
売
二
買
水
田
一
。
以
レ
稻
爲
レ
直
。
准

レ
銭
論
レ
之
。
町
過
二
万
銭
一
。
自
今
以
後
。
宜
二
上
田
一
丁
直
銭
四
千
。
中
下

田
者
。
准
レ
此
差
減
一
。
若
有
二
違
法
一
。
処
二
違
勅
罪
一
」
で
あ
る
。

こ
の
勅
は
、
百
姓
が
売
買
す
る
時
の
直
の
上
限
を
、
上
田
に
つ
い
て
一
町

銭
四
千
、
中
下
は
そ
れ
に
準
ぜ
よ
と
し
、
違
反
す
れ
ば
違
勅
罪
を
科
す
と
し

て
い
る
。
一
般
百
姓
を
対
象
と
す
る
可
能
性
の
あ
る
違
勅
罪
の
例
は
、
こ
れ

以
降
も
47
・
62
・
66
・
69
・
73
・
78
が
あ
る
。

し
か
し
、
延
暦
年
間
に
は
じ
ま
る
詔
勅
を
厳
格
に
施
行
で
き
な
い
官
人
を

対
象
と
す
る
も
の
へ
の
違
勅
罪
の
変
化
は
、
詔
書
を
施
行
す
る
に
あ
た
っ
て

誤
り
を
犯
し
た
官
人
を
処
罰
す
る
規
定
で
あ
る
詔
書
施
行
違
条
と
違
勅
罪
を

結
び
つ
け
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
違
勅
罪
の
変
化
は
、
勅
命
の
主
体
で
あ
る
天
皇
権

力
と
官
人
の
関
係
の
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
の
変
化
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
1
）
加
藤
氏
序
章
注
（
4
）「
違
勅
罪
と
そ
の
意
義
」。

（
2
）
新
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』（
岩
波
書
店
）
の
同
条
注
は
、
鷹
の
飼
育
の
禁

止
は
養
老
五
年
七
月
に
も
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
復
活
し
た
ら
し
く
、
神
亀
三
年
八

月
に
放
鷹
司
一
〇
戸
が
定
め
ら
れ
て
い
る
本
条
の
禁
令
は
、
放
生
思
想
に
か
か
わ
り
、

あ
る
い
は
皇
太
子
の
病
気
と
関
係
あ
る
か
と
す
る
。

（
3
）
秋
吉
正
博
氏
（『
日
本
古
代
養
鷹
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
は
、

延
暦
廿
三
年
勅
が
国
郡
官
司
を
違
勅
罪
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
宝
亀
四
年

騰
勅
符
の
傍
線
ａ
で
郡
司
が
百
姓
や
王
臣
子
孫
と
同
様
に
鷹
を
飼
う
主
体
と
し
て
違

勅
罪
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
と
同
様
に
、
国
司
も
ま
た
鷹
を
飼
う
主
体
で
あ
っ
た
た

め
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
延
暦
廿
三
年
勅
の
国
郡
司
は
、
王
臣
五
位
已
上
や
六
位

已
下
及
臂
鷹
人
と
い
う
鷹
を
飼
う
主
体
と
は
区
別
さ
れ
て
、「
亦
与
同
罪
」
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
4
）
彌
永
貞
三
「
律
令
制
的
土
地
所
有
」『
日
本
古
代
社
会
経
済
史
研
究
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
〇
年
、
初
出
一
九
六
二
年
。
三
谷
芳
幸
「
律
令
国
家
の
山
野
支
配
と
王
土
思

想
」『
日
本
律
令
制
の
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
。

（
5
）
19
延
暦
三
年
十
一
月
三
日
太
政
官
符
も
、
国
司
作
田
に
よ
っ
て
百
姓
の
生
業
を
妨

げ
る
こ
と
を
禁
じ
、
違
反
し
た
国
司
を
違
勅
罪
と
す
る
と
と
も
に
、
相
知
容
隠
す
る

同
僚
并
郡
司
等
を
同
罪
と
し
て
い
る
。

（
6
）
鈴
木
拓
也
「
陸
奥
・
出
羽
の
浮
浪
逃
亡
政
策
」『
古
代
東
北
の
支
配
構
造
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
九
七
年
。

（
7
）
亀
田
隆
之
「
平
安
京
の
治
水
」『
日
本
古
代
治
水
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
〇
年
。三

　
違
勅
罪
と
官
人
統
制

違
勅
罪
に
つ
い
て
大
き
な
変
化
の
あ
っ
た
同
じ
延
暦
年
間
に
、
勅
に
つ
い

て
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
騰
勅
符
で
あ
る
。
例
え
ば
『
類
聚
三
代
格
』
巻

十
二
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
八
月
八
日
太
政
官
符
に
は
、

違勅罪の歴史的展開と官人統制　大町　健　　16



応
下
聴
二
左
右
京
五
畿
内
隠
首
括
出
一
附
上
レ
帳
事

右
太
政
官
去
延
暦
十
九
年
十
一
月
廿
六
日
下
二
民
部
省
一
騰
勅
符

。
都
鄙
之

民
賦
役
不
レ
同
。
除
附
之
事
損
益
已
異
。
今
聞
。
外
民
挾
レ

。
競
貫
二
京
畿
一

隠
首
括
出
二
色
是
也
。
非
二

唯
増
レ
口
負
一レ

田
。
実
冒
レ
名
仮
レ
蔭
。
如
不
レ
改

レ
轍
。
何
絶
二
詐
偽
一
。
自
レ
今
以
後
一
切
禁
断
者
。
右
大
臣
宣
。
奉
レ
勅
。
今
禁
二

隠
首
一
。
頗
棄
二
人
民
之
胤
一
。
復
断
二
括
出
一
。
還
増
二
浮
宕
之
類
一
。
宜
下
依
二

令
条
一
聴
上
レ
附
二
籍
帳
一
。
但
冒
レ
名
仮
レ
蔭
。
依
レ
法
科
レ
罪
。

と
騰
勅
符
が
登
場
す
る
。
こ
う
し
た
騰
勅
符
の
意
味
を
論
じ
た
の
は
吉
田

孝
氏
（
1
）

で
あ
る
。
氏
は
、
公
式
令
詔
書
式
条
の
義
解
に
「
凡
施
二
行
詔
書
一
者
。

於
二
在
京
諸
司
一
。
直
写
二
詔
書
一
。
副
二
官
符
一
行
下
。
若
其
外
国
。
更
謄
二
官

符
一
施
行
」
と
あ
る
よ
う
に
、
在
外
諸
司
に
詔
書
を
伝
達
す
る
場
合
に
は
、
詔

書
を
謄
し
た
太
政
官
符
す
な
わ
ち
謄
詔
官
符
を
新
た
に
作
成
し
て
施
行
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
延
暦
十
九
年
騰
勅
符
は
、
民
部
省
と
い
う

在
京
諸
司
に
下
さ
れ
た
官
符
で
あ
り
、
詔
書
式
条
の
義
解
が
述
べ
る
謄
詔
官

符
の
勅
の
場
合
の
も
の
と
は
異
な
る
と
し
た
。
い
わ
ゆ
る
勅
旨
を
謄
（
写
）

し
た
謄
勅
符
と
勅
旨
を
騰
（
伝
）
え
る
騰
勅
符
の
違
い
で
あ
り
、
後
者
は
前

者
を
包
含
す
る
よ
り
広
い
概
念
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
騰
勅
符
の
根
拠
と

し
て
氏
が
指
摘
し
た
の
は
職
制
律
詔
書
稽
程
条
と
詔
書
施
行
違
条
で
あ
る
。

詔
書
稽
程
条
は
、

凡
稽
二
緩
詔
書
一
者
。
一
日
笞
廿
。
一
日
加
二
一
等
一
。
罪
止
二
杖
一
百
一
。
其
官

文
書
稽
程
者
。
一
日
笞
十
。
三
日
加
二
一
等
一
。
罪
止
二
杖
八
十
一
。

で
あ
る
が
、
そ
の
注
に
「
騰
二
詔
勅
一
符
移
之
類
皆
是
」
と
あ
る
。
ま
た
そ
の

疏
は
「
謂
。
奉
二
正
詔
勅
一
。
更
騰
以
出
。
符
移
解
牒
皆
是
。
故
言
二
之
類
一
」

「
官
文
書
。
謂
。
在
レ
曹
常
行
。
非
二
詔
勅
論
奏
一
者
。
依
レ
令
。
少
事
五
日
程
。

中
事
十
日
程
。
大
事
二
十
日
程
。
徒
以
上
弁
定
須
レ

断
者
。
三
十
日
程
。
除

レ
此
之
外
。
皆
準
レ
事
。
稽
程
者
」、
詔
書
施
行
違
条
の
疏
は
、「
其
勅
及
論
奏
。

得
レ
罪
亦
同
。
依
二
上
條
一
。
稽
二
緩
詔
書
一
。
注
云
。
騰
二
詔
勅
一
符
移
之
類
皆

是
。
即
明
詔
勅
之
義
。
軽
重
不
レ
殊
。
其
論
奏
御
親
書
レ
聞
。
勅
。
則
承
レ
旨

宣
用
。
御
画
不
レ

軽
レ

承
レ

旨
。
理
與
二

勅
旨
一

義
同
」
と
す
る
。
吉
田
氏
は
、

こ
こ
で
の
論
理
は
、
公
文
書
を
（
1
）
天
皇
の
命
令
な
い
し
承
認
を
得
た
文

書
お
よ
び
そ
の
二
次
的
施
行
文
書
と
、（
2
）
天
皇
の
命
令
な
い
し
承
認
を
得

て
い
な
い
官
文
書
、
と
の
二
類
に
分
け
、
前
者
を
重
視
し
て
そ
れ
に
対
す
る

違
法
行
為
を
重
く
罰
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
と
し
、
こ
の
論
理
が
、

奉
勅
官
符
を
は
じ
め
と
し
て
勅
を
経
た
法
令
を
騰
勅
符
と
呼
ん
だ
論
理
で
あ

る
と
し
た
の
で
あ
る
。

吉
田
氏
の
指
摘
を
承
け
て
、
騰
勅
符
の
歴
史
的
意
味
を
解
明
し
た
の
は
、

鹿
内
浩
胤
氏
（
2
）

で
あ
る
。
氏
は
騰
勅
符
と
い
う
語
が
、
太
政
官
符
や
太
政
官
謹

奏
・
牒
・
起
請
・
奏
状
・
解
と
い
っ
た
上
申
文
書
の
中
に
引
用
さ
れ
る
形
で

の
み
現
れ
、
そ
れ
以
前
に
出
さ
れ
た
官
符
が
天
皇
の
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
、
そ
の
遵
行
を
求
め
て
い
る
官
人
の
認
識
の
所
産
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
騰
勅
符
の
語
が
官
人
層
の
意
識
の
所
産

で
あ
る
以
上
、
そ
の
初
見
は
騰
勅
符
自
体
の
日
付
で
は
な
く
、
そ
れ
を
引
用

す
る
文
書
の
日
付
の
最
も
早
い
も
の
に
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
騰
勅
符
の
語

を
最
初
に
も
ち
い
て
い
る
の
は
延
暦
十
四
年
（
七
九
五
）
十
一
月
廿
二
日
太
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政
官
謹
奏
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、『
新
抄
格
勅
符
抄
』
所
収
の
二
例
の
う
ち
、

宝
亀
十
一
年
（
七
八
○
）
十
二
月
十
日
付
の
も
の
を
騰
勅
符
と
し
て
記
載
し

た
部
分
の
成
立
年
代
は
、
飯
田
瑞
穂
氏
（
3
）

に
よ
っ
て
延
暦
三
年
三
月
以
後
延
暦

十
四
年
六
月
以
前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
史
料
上
、
騰
勅
符
の
語
の
使
用
は

延
暦
年
間
以
前
に
遡
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
（
4
）

違
勅
罪
を
主
に
官
人
に

適
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と
や
謄
勅
符
の
登
場
が
天
皇
権
力
に
よ
る
官
人
に
対

す
る
権
威
の
拡
大
や
統
制
の
強
化
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

官
人
に
対
す
る
統
制
と
い
う
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
加
藤
氏
が
宝
亀
年
間

に
「
不
レ
論
二
蔭
贖
一
」
を
加
え
る
な
ど
、
官
人
へ
の
禁
制
を
強
化
し
よ
う
と

し
た
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
13
宝
亀
四
年
正
月
十
六
日
騰
勅
符
の

よ
う
に
、

養
レ
鷹
者
先
既
禁
断
。
頃
年
以
来
無
レ
事
棄
レ
日
。
時

遊
覧
。
特
聴
二
一
二
陪

侍
者
一
令
レ
得
レ
養
。
欲
レ
送
二
無
事
之
余
景
一
。
実
非
二
凡
庶
之
通
務
一
。
如
聞
。

京
畿
諸
国
郡
司
百
姓
及
王
臣
子
弟
。
或
詐
称
二
特
聴
一
。
或
仮
二
勢
侍
臣
一
。
争

養
二

鷹

一

。
競
馳
二

郊
野
一

。
允
違
二

禁
制
一

。
理
須
二

懲
粛
一

。
所
司
承
知
。

厳
加
二

禁
断
一

。
莫
レ

令
二

更
然
一

。
若
猶
不
レ

改
者
。
六
位
已
下
不　
レ　
論　
二　
蔭

贖　
一　
科　
二　
違
勅
罪　
一　
。
五
位
已
上
録　
レ　
名
言
上
。

と
、
違
勅
罪
施
行
に
あ
た
っ
て
「
六
位
已
下
不
レ

論
二

蔭
贖
一

科
二

違
勅
罪
一

。

五
位
已
上
録
レ
名
言
上
」
と
い
う
文
言
が
登
場
す
る
。「
不
レ
論
二
蔭
贖
一
」
と

は
、
特
権
に
よ
っ
て
実
刑
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
さ
せ
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
。
（
5
）

つ
ま
り
「
六
位
已
下
不
レ
論
二
蔭
贖
一
科
二
違
勅
罪
一
」
と
は
、
六
位

以
下
に
つ
い
て
、
違
勅
罪
に
基
づ
く
実
刑
を
科
せ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

六
位
以
下
の
決
罰
に
つ
い
て
は
、
大
隅
清
陽
氏
（
6
）

の
議
論
が
あ
る
。
儀
制
令

内
外
官
人
条
は
、

凡
内
外
官
人
。
有
下
恃
二
其
位
蔭
一
。
故
違
二
憲
法
一
者
上
。
六
位
以
下
及
勲
七
等

以
下
。
宜
レ

聴
二

量
レ

情
決
笞
一

。
若
長
官
无
。
聴
下

次
官
応
二

致
敬
一

者
決
上

。

其
諸
司
判
官
以
上
。
及
判
事
。
弾
正
巡
察
。
内
舎
人
。
大
学
諸
博
士
。
文
学

等
。
不
レ
在
二
決
笞
之
限
一
。

と
、
六
位
以
下
に
つ
い
て
の
官
司
の
長
官
の
決
笞
を
定
め
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
唐
名
例
律
応
議
請
減
条
は
決
笞
権
を
も
つ
者
の
権
威
を
毀
損
し
な
い
よ

う
に
、「
諸
応
二
議
請
減
一
。
及
九
品
以
上
官
。
若
官
品
得
レ
減
者
之
祖
父
母
父

母
妻
子
孫
。
犯
二
流
罪
以
下
一
。
聴
レ
贖
」
と
、
決
笞
権
を
も
つ
官
人
た
ち
を
、

逆
に
決
笞
の
対
象
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
六
位
以

下
の
官
人
に
対
す
る
決
笞
杖
を
容
認
す
る
内
外
官
人
条
の
母
法
で
あ
る
隋
の

開
皇
一
七
（
五
九
七
）
年
の
臨
時
処
置
は
、
唐
で
は
律
令
を
補
訂
す
る
臨
時

立
法
の
集
成
、
律
令
に
対
し
て
は
副
次
的
な
法
典
（
た
だ
し
効
力
上
は
優
位
）

で
あ
る
格
に
入
れ
ら
れ
た
。
日
本
律
令
の
編
纂
者
は
、
名
例
律
の
規
定
は
受

け
入
れ
た
が
、
一
方
で
官
人
の
決
笞
を
択
び
と
っ
て
儀
制
令
に
入
れ
た
の
で

あ
る
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
『
類
聚
三
代
格
』
神
亀
五
（
七
二
八
）
年
三
月

二
十
八
日
勅
に
「
諸
国
郡
司
五
位
以
上
。
相
二

逢
当
国
主
典
以
上
一

者
。
不

レ
問
二
貴
賤
一
。
皆
悉
下
馬
。
内
外
五
位
以
上
録
レ
名
奏
聞
。
六
位
以
下
決
二
杖

六
十
一
。
不
レ
得
二
蔭
贖
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
古
代
に
お
い
て
は
、
名

例
律
の
規
定
と
は
別
に
、
六
位
以
下
の
官
人
は
官
司
の
長
官
に
よ
る
実
刑
の

対
象
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
7
）
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こ
う
し
た
官
司
長
官
の
六
位
以
下
の
官
人
に
対
す
る
決
笞
の
も
つ
意
味
に

つ
い
て
、
坂
上
康
俊
氏
（
8
）

は
日
本
古
代
の
官
僚
制
秩
序
が
官
司
長
官
と
官
人
の

間
の
人
格
的
な
隷
属
関
係
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
し
て
い

る
。
獄
令
犯
罪
条
は
、「
凡
犯
レ
罪
。
皆
於
二
事
発
処
官
司
一
推
断
。
在
京
諸
司

人
。
京
及
諸
国
人
。
在
京
諸
司
事
発
者
。
犯
二
徒
以
上
一
。
送
二
刑
部
省
一
。
杖

罪
以
下
。
当
司
決
。
其
衛
府
糾
二
捉
罪
人
一
。
非
レ
貫
二
属
京
一
者
。
皆
送
二
刑
部

省
一
」
と
、
官
人
に
対
す
る
杖
罪
以
下
を
事
発
の
官
司
に
於
い
て
決
す
る
と
し

て
い
る
。
事
発
官
司
と
は
、
告
言
に
よ
っ
て
犯
罪
が
明
ら
か
に
な
っ
た
官
司

で
あ
り
、
公
式
令
訴
訟
条
が
、「
凡
訴
訟
皆
従
レ

下
始
。
各
経
二

前
人
本
司
本

属
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
前
人
の
本
司
、
即
ち
被
告
人
の
所
属
す
る
官
司
に
告

言
を
行
う
原
則
で
あ
っ
た
か
ら
、
杖
罪
を
決
す
る
の
は
官
人
の
所
属
す
る
官

司
と
考
え
ら
れ
る
。
（
9
）

蔭
贖
を
問
題
に
す
る
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
六
年

（
七
五
四
）
十
月
乙
亥
条
の
勅
が
、「
官
人
百
姓
。
不
レ
畏
二
憲
法
一
。
私
聚
二
徒

衆
一
。
任
レ
意
雙
六
。
至
二
於
淫
迷
一
。
子
無
レ
順
レ
父
。
終
亡
二
家
業
一
。
亦
虧
二

孝
道
一

。
因
レ

斯
。
遍
仰
二

京
畿
七
道
諸
国
一

。
固
令
二

禁
断
一

。
其
六
位
已

下
。
無　
レ　
論　
二　
男
女　
一　
。
决　
二　
杖
一
百　
一　
。
不　
レ　
須　
二　
蔭
贖　
一　
」
と
し
て
、
蔭
贖
を

問
わ
ず
に
決
す
る
の
が
杖
罪
で
あ
る
の
も
こ
の
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
官
人
が
違
勅
罪
が
科
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

違
勅
罪
が
先
に
見
た
よ
う
に
、
詔
勅
を
正
し
く
施
行
で
き
な
い
官
人
に
対
す

る
も
の
に
な
り
、
職
制
律
詔
書
施
行
違
条
と
結
び
つ
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ

の
量
刑
は
、
失
錯
の
場
合
は
杖
八
十
で
あ
る
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
基
本
的

に
は
徒
二
年
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
徒
罪
は
刑
部
省
の
所
管
で
あ
り
、
官
司

長
官
を
超
え
た
官
人
に
対
す
る
直
接
的
な
統
制
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
こ
と

に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
官
人
に
対
す
る
天
皇
の
権
威
の
拡
大
に
符
合
す
る
も

の
で
あ
る
。

六
位
以
下
の
者
に
実
刑
を
科
す
こ
と
は
、
一
方
で
五
位
以
上
の
者
の
扱
い

と
関
係
す
る
。
五
位
以
上
の
者
は
実
刑
を
科
す
側
の
官
司
の
長
官
に
相
当
す

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
五
位
以
上
の
者
の
「
録
名
奏
上
」
は
、
五
位
以
上

を
違
勅
罪
の
対
象
か
ら
外
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

45
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
二
月
一
日
太
政
官
符
は
、

応
レ
勘
二
言
五
位
已
上
任
レ
意
到
来
一
事

右
案
二
仮
寧
令
一
云
。
五
位
已
上
欲　
レ　
出　
二　
畿
外　
一　
奏
聞
。
然
則
自
レ
非
レ
経
レ
奏

不
レ
可
レ
出
レ
外
。
今
右
大
臣
宣
。
奉
レ
勅
。
如
聞
。
或
就
二
私
事
一
恣
赴
二
畿
外
一
。

量
二
彼

跡
一
良
乖
二
憲
法
一
。
従
レ
今
而
後
。
非
レ

二
内
印
一
不
レ
得
二
輙
出
一

。

若
有
二

違
反
一

録
レ

名
申
上
。
或
国
司
阿
容
不
レ

申
者
。
相
「
具
」
共
科　
二　
違

勅
罪　
一　
。

と
す
る
。
こ
こ
で
五
位
以
上
の
者
が
許
可
無
く
畿
外
に
出
た
場
合
は
「
録
レ
名

言
上
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
共
科
二
違
勅
罪
一
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
共
」
と
は

五
位
以
上
の
者
と
と
も
に
阿
容
し
た
国
司
を
違
勅
罪
に
問
う
と
い
う
意
味
で

あ
る
か
ら
、
当
然
五
位
以
上
の
者
は
違
勅
罪
に
問
わ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
録
名
言
上
が
違
勅
罪
を
科
す
た
め
で
あ
る
こ
と
は
、
85
寛
平
七
年

（
八
九
五
）
十
二
月
三
日
太
政
官
符
「
応
レ

禁
三

止
五
位
以
上
及
孫
王
輙
出
二

畿
内
一
事
」
に
「
其
違
越
者
録
レ
名
言
上
。
処
二
違
勅
罪
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

も
確
認
で
き
る
。

19 成蹊大学経済学部論集　第42巻第1号（2011年7月）



こ
う
し
た
録
名
奏
上
に
つ
い
て
長
谷
山
氏
（
10
）

は
、
違
反
が
あ
っ
た
場
合
、
犯

状
を
録
し
て
奏
上
す
る
の
は
、
違
勅
罪
の
量
刑
が
勅
断
に
よ
っ
て
そ
の
都
度

定
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
加
藤
氏
（
11
）

は
、
上
申
の

指
示
が
あ
る
の
は
、
違
反
者
が
五
位
以
上
・
僧
尼
・
神
主
・
諸
使
・
院
司
・

家
司
な
ど
所
管
官
司
（
国
郡
司
な
ど
）
が
取
締
り
や
処
断
を
行
い
難
い
、
特

殊
な
身
分
や
立
場
の
ケ
ー
ス
に
限
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
六
位
以
下
は
所
管

官
司
に
お
い
て
違
勅
罪
に
処
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
上
申
は
、

あ
く
ま
で
も
裁
判
手
続
き
上
の
指
示
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
し
た
。
録

名
奏
上
は
、
五
位
以
上
等
の
者
に
対
す
る
特
別
の
処
置
で
あ
る
こ
と
は
加
藤

氏
の
指
摘
の
通
り
で
あ
り
、
違
勅
罪
一
般
の
問
題
と
す
る
長
谷
山
氏
の
見
解

は
成
立
し
難
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
五
位
以
上
に
対
す
る
録
名
奏
上
が
六

位
以
下
の
不
論
蔭
贖
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

六
位
以
下
の
者
に
対
す
る
違
勅
罪
の
厳
密
な
実
施
を
求
め
る
こ
と
に
対
応
し

て
、
五
位
以
上
の
者
の
録
名
奏
上
も
ま
た
違
勅
罪
の
厳
密
な
実
施
を
行
う
た

め
の
処
置
と
考
え
ら
れ
る
。
坂
上
氏
は
、
養
老
公
式
令
に
お
け
る
五
位
以
上

録
名
奏
上
は
、
唐
で
は
官
人
の
犯
罪
全
体
が
皇
帝
に
対
す
る
奏
弾
の
対
象
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
五
位
以
上
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対

応
す
る
と
す
る
。
五
位
以
上
の
律
令
貴
族
官
人
が
弾
正
台
の
奏
聞
、
天
皇
の

画
聞
の
の
ち
刑
部
省
に
移
管
さ
れ
て
断
ぜ
ら
れ
る
律
令
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
も

の
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
、
日
本
の
五
位
以
上
律
令
貴
族
官
人
が
、
自
ら
の

処
断
を
天
皇
の
勅
裁
に
委
ね
て
い
る
、
す
な
わ
ち
天
皇
の
裁
き
の
み
を
受
け

入
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
た
。
五
位
以
上
に
対
す
る
違
勅
罪
の
適
用
が

録
名
奏
上
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
は
、
坂
上
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
五
位

以
上
の
貴
族
層
が
天
皇
に
人
格
的
に
依
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

「
六
位
已
下
不
レ
論
二
蔭
贖
一
科
二
違
勅
罪
一
。
五
位
已
上
録
レ
名
言
上
」
は
、

違
勅
罪
を
官
人
に
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
貴
族
官
人
層
の
天
皇
に
対
す
る

人
格
的
な
隷
属
だ
け
で
な
く
、
六
位
以
下
に
つ
い
て
も
所
属
官
司
の
長
官
を

越
え
た
直
接
的
な
統
制
強
化
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
に

出
さ
れ
た
太
政
官
符
が
天
皇
の
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
官

人
の
認
識
と
し
て
騰
勅
符
が
登
場
す
る
こ
と
と
、
詔
勅
を
正
し
く
施
行
で
き

な
い
官
人
を
主
な
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
る
違
勅
罪
の
変
化
は
、
天
皇
権
力

に
よ
る
官
人
統
制
の
強
化
の
動
き
と
し
て
符
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
）「
騰
勅
符
と
謄
勅
符
」『
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
２
８
、
一
九
七
七
年
。

（
2
）「
騰
勅
符
の
再
検
討
」『
国
史
談
話
会
雑
誌
』
３
１
、
一
九
九
〇
年
。

（
3
）「
新
抄
格
勅
符
抄
」『
国
史
大
系
書
目
解
題
上
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
。

（
4
）
鹿
内
氏
が
あ
げ
た
騰
勅
符
の
二
十
一
例
の
う
ち
、
違
勅
罪
に
関
す
る
も
の
が
五
例

あ
る
。
69
貞
観
四
年
（
八
六
二
）
十
二
月
十
一
日
太
政
官
符
で
「
太
政
官
去
宝
亀
二

年
八
月
十
三
日
。
天
平
勝
宝
四
年
閨
三
月
八
日
。
承
和
八
年
二
月
十
四
日
数
度
騰
勅

符
」
と
さ
れ
て
い
る
宝
亀
二
年
八
月
十
三
日
騰
勅
符
は
、
12
宝
亀
二
年
八
月
十
三
日

太
政
官
符
「
応
レ
禁
二
断
月
六
齋
日
并
寺
辺
二
里
内
殺
生
一
事
」
で
あ
っ
て
、「
右
被
二

内
大
臣
宣
一

。
奉
　レ　
勅
。
前
件
事
条
禁
制
已
久
。
雖
レ

経
二

時
序
一

豈
合
二

違
越
一

。

今
聞
。
京
職
畿
内
七
道
諸
国
比
年
曽
不
二

遵
行
一

。
三
宝
浄
区
還
爲
二

漁
猟
之
場
一

。

六
齋
戒
日
更
成
二
屠
羊
之
節
一
。
非
三
直
穢
二
黷
法
門
一
。
誠
亦
軽
二
慢
朝
憲
一
。
永
言
二
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斯
事
一
。
深
乖
二
道
理
一
。
自
今
以
後
。
厳
加
二
禁
断
一
。
准
レ
勅
施
行
。
如
有
二
違
反
一

者
必
科
二
違
勅
之
罪
一
」
と
奉
勅
官
符
で
あ
る
。
承
和
八
年
二
月
十
四
日
騰
勅
符
は
62

承
和
八
年
二
月
十
四
日
勅
で
あ
る
。
違
勅
罪
が
天
皇
の
命
令
に
反
す
る
者
を
処
罰
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
違
勅
罪
に
関
す
る
官
符
が
奉
勅
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
た
騰
勅
符
と
さ
れ
る
の
も
当
然
と
言
え
よ
う
。
延
暦
年
間
に
、
職
制
律
詔
書
施

行
違
条
を
一
つ
の
根
拠
と
し
て
、
官
符
が
奉
勅
を
経
て
い
る
こ
と
を
騰
勅
符
と
呼
ん

で
強
調
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
詔
勅
に
違
反
す
る
こ
と
を
違
勅
罪
と
し
て

処
罰
す
る
時
に
、
そ
の
法
源
と
し
て
詔
書
施
行
違
条
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
の
一
つ
の

契
機
と
な
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
5
）
新
古
典
文
学
大
系
本
『
続
日
本
紀
』（
岩
波
書
店
　
一
九
九
〇
年
）
巻
二
の
注
釈

で
は
、「
蔭
贖
」
を
「
蔭
や
贖
」
と
し
、
水
本
浩
典
氏
（「
蔭
贖
考
」『
日
本
古
代
社

会
の
史
的
展
開
』
塙
書
房
、
一
九
九
九
年
。）「
蔭
に
よ
る
贖
」
と
理
解
す
る
が
、
と

も
に
「
不
論
蔭
贖
」
を
実
刑
免
除
の
特
権
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
理
解
で
は
変
わ
り

が
な
い
。

（
6
）「
儀
制
令
に
お
け
る
礼
と
法
」『
日
本
律
令
制
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
　
一

九
九
三
年
。

（
7
）
吉
田
一
彦
氏
（「
官
当
の
研
究
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
一
七
、
一
九
八
七
年
。「
日

本
律
の
運
用
と
効
力
」『
名
古
屋
市
立
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
４
５
集
、
一

九
九
〇
年
、
第
４
８
集
、
一
九
九
二
年
、
第
５
０
集
、
一
九
九
三
年
、『
名
古
屋
市

立
大
学
人
文
社
会
学
部
研
究
紀
要
』
３
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
八
世
紀
を
通

じ
て
、
官
人
が
実
刑
を
免
れ
る
官
当
蔭
贖
の
規
定
は
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。

官
当
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
弘
仁
年
間
以
降
と
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）「
古
代
の
法
と
慣
習
」『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
３
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九

四
年
。

（
9
）
拙
稿
「
律
令
法
と
在
地
首
長
制
」『
歴
史
学
研
究
』
一
九
八
〇
年
度
別
冊
。
坂
上

氏
注
（
8
）
論
文

（
10
）
序
章
注
（
2
）「
違
勅
罪
と
王
命
違
反
の
処
罰
の
異
同
」。

（
11
）
序
章
注
（
4
）「
違
勅
罪
と
そ
の
意
義
」。

む
す
び

以
上
、
職
制
律
22
詔
書
施
行
違
条
が
、
本
来
は
違
勅
罪
の
法
源
と
は
考
え

ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
が
結
び
つ
い
て
い
く
歴
史
過
程
が
、
違

勅
罪
が
詔
勅
に
違
反
す
る
行
為
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
て
い
た
も
の
か
ら
、

延
暦
期
を
画
期
と
し
て
詔
勅
を
施
行
で
き
な
い
官
人
を
対
象
と
し
た
も
の
に

転
換
し
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
違
勅
罪
の
変
化
の

根
底
に
は
、
騰
勅
符
の
認
識
の
登
場
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
天
皇
権
力
に
よ

る
官
人
に
対
す
る
権
威
の
拡
大
や
、
一
方
で
の
官
人
の
人
格
的
な
依
存
に
基

づ
く
、
官
人
へ
の
統
制
の
強
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

鹿
内
氏
（
1
）

は
、
延
暦
年
間
に
お
け
る
騰
勅
符
の
認
識
は
、
早
川
庄
八
氏
（
2
）

が
強

調
さ
れ
た
桓
武
朝
に
お
け
る
天
皇
権
力
の
拡
大
を
示
す
一
徴
証
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
早
川
氏
は
、
太
政
官
の
議
政
官
の
う
ち
だ
れ

で
も
が
太
政
官
符
な
ど
の
宣
者
と
な
り
得
る
上
卿
制
の
成
立
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
議
政
官
た
る
貴
族
が
官
僚
化
し
て
い
く
画
期
を
桓
武
朝
に
求
め
、
桓

武
は
、
い
わ
ば
中
国
的
な
律
令
法
の
た
て
ま
え
と
す
る
絶
対
的
な
権
威
と
権
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力
を
あ
わ
せ
も
つ
皇
帝
を
、
自
覚
的
に
追
求
し
よ
う
と
し
た
最
初
の
天
皇
で

は
な
い
か
と
す
る
。
長
山
泰
孝
氏
（
3
）

に
よ
っ
て
、
藤
原
氏
等
の
天
皇
と
特
別
の

結
び
つ
き
を
も
つ
ご
く
少
数
の
貴
族
を
除
い
て
、
大
化
前
代
以
来
の
有
力
貴

族
層
の
地
位
は
不
安
定
で
あ
り
、
奈
良
時
代
を
通
し
て
全
体
と
し
て
衰
退
の

途
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
坂
上
氏
（
4
）

の
指
摘

す
る
よ
う
に
、
貴
族
層
の
官
僚
化
や
天
皇
へ
の
人
格
的
な
隷
属
は
日
本
の
律

令
国
家
の
当
初
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
延
暦
年
間
に
お
け

る
天
皇
権
力
に
よ
る
官
人
統
制
が
よ
り
強
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

し
か
し
問
題
は
、
天
皇
の
勅
旨
に
違
反
し
た
天
下
の
人
を
対
象
と
す
る
も

の
か
ら
、
官
人
を
対
象
と
し
た
も
の
へ
の
違
勅
罪
の
変
化
が
同
時
に
進
行
し

た
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
権
力
は
、
貴
族
・
官
人
に
対
し
て
は
強
化
さ
れ
た
が
、

一
方
で
は
、
そ
の
対
象
範
囲
を
縮
小
し
、
矮
小
化
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
天
皇
権
力
に
よ
る
官
人
統
制
の
強
化
が
、
官
僚
制

を
通
し
た
社
会
全
体
に
対
す
る
天
皇
権
力
の
支
配
力
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
天

皇
の
専
制
君
主
化
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
違
勅
罪
に
つ
い
て
の
議
論
か
ら
の
み
論
ず
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

さ
ら
に
違
勅
罪
自
体
に
つ
い
て
も
、
な
ぜ
違
勅
罪
が
登
場
し
た
か
、
詔
書

施
行
違
条
と
結
び
つ
く
以
前
の
量
刑
の
あ
り
方
等
、
論
ず
べ
き
点
は
多
い
が

別
稿
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

（
1
）
第
三
章
注
（
2
）
論
文
。

（
2
）「
上
卿
制
の
成
立
と
議
政
官
組
織
」『
古
代
官
僚
制
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九

八
六
年
、
初
出
一
九
八
四
年
。

（
3
）「
古
代
貴
族
の
終
焉
」『
古
代
国
家
と
王
権
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
初

出
一
九
八
一
年
。

（
4
）
第
三
章
注
（
8
）
論
文
。
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